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吾妻町にあるＪＡ全農ながさき県南家畜市場で行われた「第４回雲
仙市産業まつり～特産まんぞく市～」での、雲仙ハマチつかみどり
の様子。水槽内を元気に泳ぎまわるハマチに、悪戦苦闘しながらも、
雲仙ブランドにも認定された雲仙ハマチを、見事に持ち帰りました。



共に高めあう雲仙市
Happy New Year 2011

写真：国崎自然公園（南串山町）

激動の時代の中で
将来を見据え、持続的な発展を続けられるよう、
市民総参加によるまちづくりを進める
明るく希望に満ち溢れた未来のために
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
旧
年
中
は
、
市
政
運

営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

　

平
成
22
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
２
月
に
全
長
１
０
５
ｍ

の
日
本
一
長
い
足
湯
施
設
「
ほ
っ

と
ふ
っ
と
１
０
５
」が
小
浜
マ
リ

ン
パ
ー
ク
に
完
成
し
、
雲
仙
市

の
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
定
着
い
た
し
ま
し
た
。ま

た
、
４
月
に
は
宮
崎
県
に
お
い

て
家
畜
伝
染
病
「
口
蹄
疫
」
が

発
生
し
、
家
畜
伝
染
病
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。市
と
い
た
し
ま
し
て
も
対

策
本
部
を
設
置
し
、
約
４
カ
月

に
渡
り
、
消
毒
の
実
施
な
ど
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

◆

　

さ
ら
に
10
月
に
は
、
福
岡
市

に
お
い
て
、
長
崎
・
佐
世
保
・

雲
仙
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
キ
ト
ラ
ス
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。今
後
も

店
頭
販
売
は
も
と
よ
り
、
波
及

効
果
の
拡
大
を
図
っ
て
参
り

ま
す
と
と
も
に
、
福
岡
市
場
か

ら
の
観
光
客
誘
致
に
も
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆

　

ま
た
同
じ
く
、10
月
に
農
業
・

農
村
の
重
要
性
と
農
業
農
村

整
備
事
業
の
役
割
を
広
く
国

民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
「
第
33
回
全
国
土
地

改
良
大
会
長
崎
大
会
」
が
、
島

原
半
島
を
拠
点
に
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
総
勢
約
３
５
０
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。市

内
に
は
約
１
２
０
０
名
の
宿

泊
が
あ
り
、
物
産
販
売
な
ど
と

合
わ
せ
た
経
済
効
果
と
と
も

に
、
雲
仙
市
を
全
国
の
皆
さ
ま

に
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。

◆

　

そ
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
対

策
と
し
て
、
雲
仙
市
ア
イ
ド
リ

ン
グ
ス
ト
ッ
プ
宣
言
登
録
者

制
度
や
一
般
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
導
入
補
助
制

度
を
創
設
し
、
ま
た
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
な
ど
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

◆

　

経
済
の
先
行
き
が
不
透
明

で
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

環
境
が
一
層
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
中
、
将
来
を
見
据
え
、

持
続
的
な
発
展
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
平
成
23
年
も
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
、
雲
仙
市
総

合
計
画
の
着
実
な
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
市
民
主
役
」「
市
民

総
参
加
」
を
旨
と
し
て
、
市
民

お
よ
び
市
議
会
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
、
そ

し
て
豊
か
で
活
力
あ
る
雲
仙

市
の
実
現
に
向
け
、
鋭
意
、
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
よ
り

一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、「
共
に
高

め
あ
う
雲
仙
市
」
を
目
指
し
、

積
極
的
な
市
政
参
画
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

　

平
成
23
年
が
明
る
く
希
望

に
満
ち
溢
れ
た
年
と
な
り
ま

す
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す

と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
雲仙市長

奥村　愼太郎
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高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
、
で

き
る
だ
け
介
護
を
受
け
る
状
態
に
な
ら

な
い
で
、
元
気
に
い
き
い
き
と
生
活
し

て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
自
身
が
元

気
な
う
ち
か
ら
「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば

す
、
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
雲
仙
市
に
お
け

る
介
護
予
防
の
取
り
組
み
と
、
今
か
ら

始
め
ら
れ
る
簡
単
な
介
護
予
防
方
法
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

な
ぜ
、
介
護
予
防
が
必
要
な
の
？

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な
原
因
を

グ
ラ
フ
で
見
て
み
る
と
、「
認
知
症
」

や
「
高
齢
に
よ
る
衰
弱
」「
関
節
疾
患
」

「
転
倒
・
骨
折
」
な
ど
、〝
老
化
現
象
〞

に
よ
る
も
の
が
、
約
5
割
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
で
き
る
だ
け
虚
弱
な
状

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
元
気
で
過
ご
そ

う
」「
転
倒
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」

な
ど
、
元
気
な
う
ち
か
ら
の
取
り
組
み

が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
介
護
予

防
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
事
業
の
実
施
状
況
は
？

　

市
内
で
は
、「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

や
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
介
護

予
防
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏

組
合
（
介
護
保
険
課
）
か
ら
の
受
託
事

業
で
、「
地
域
支
援
事
業
」
の
中
の
「
介

護
予
防
事
業
」
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
は
、「
特
定
高
齢

者
介
護
予
防
事
業
」
と
「
一
般
高
齢
者

介
護
予
防
事
業
」
が
あ
り
、
健
康
相
談

や
介
護
予
防
に
関
す
る
情
報
提
供
、
転

倒
予
防
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
高
齢
者
が
楽
し
め
る
内
容
の
教
室

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特　集

介護が必要となった主な原因

脳血管疾患（脳
卒中） 23.3%

認知症 14.0%

高齢による衰弱
13.6%

関節疾患 12.2%

転倒・骨折 9.3%

パーキンソン病
2.8%

その他 24.7%

「平成１９年　国民生活基礎調査」より
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「
特
定
高
齢
者
介
護
予
防
事
業
」
は
、

特
定
健
診
な
ど
と
同
時
に
実
施
さ
れ
る

生
活
機
能
評
価
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
）
の
結
果
、
生
活
機
能
の
低
下
が
あ

り
、「
介
護
予
防
が
必
要
」
と
判
定
さ

れ
た
人
が
対
象
で
す
。

　

雲
仙
市
で
は
、
昨
年
度
に
生
活
機
能

評
価
を
受
診
し
た
人
は
1
8
5
3
人
。

う
ち
特
定
高
齢
者
は
5
5
9
人
で
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
に
は
、
保
健
師
な
ど
の
専

門
職
が
自
宅
に
訪
問
し
て
、
個
々
の
状

態
に
応
じ
て
相
談
、
指
導
な
ど
を
行
う

「
訪
問
型
」
と
理
学
療
法
士
な
ど
の
専

門
職
と
共
に
、
個
々
に
応
じ
た
目
標
や

計
画
を
立
て
、
機
能
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
を
行
う
「
通
所
型
」
が
あ
り
ま
す
。

　

雲
仙
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

作
成
さ
れ
た
介
護
予
防
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
、「
運
動
器
の
機
能
向
上
」「
栄
養

改
善
」「
口
腔
機
能
の
向
上
」「
閉
じ
こ

も
り
・
認
知
症
・
う
つ
予
防
」
な
ど
の

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
個
々
の
状
態
に

応
じ
て
提
供
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
市
と
市
内
3
事
業
所
（
朝
日
福

祉
会
、
吾
妻
福
祉
会
、
雲
仙
市
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
委
託
）
に
よ
り
、
週
1

回
3
カ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
室
が
、

年
間
2
教
室
ず
つ
行
わ
れ
て
お
り
、
昨
年

度
、
特
定
高
齢
者
の
教
室
に
は
、
90
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
は
、
老

化
の
サ
イ
ン
を
早
期
に
見
つ
け
る
た
め

の
も
の
で
す
。
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
な
い
人
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
行
っ

て
み
た
い
人
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
は
続
け
な
い
と
…

　

7
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
数
回
に
わ
た
っ

て
、
肘
や
膝
を
痛
め
、
手
術
と
リ
ハ
ビ

リ
の
連
続
で
し
た
。
正
座
が
で
き
な
い

の
で
、
家
で
も
椅
子
や
杖
を
手
離
せ
な

い
生
活
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
教
室
に
参
加
し
、
筋
肉

を
強
く
す
る
運
動
な
ど
3
カ
月
間
続
け

た
ら
、
よ
う
な
り
ま
し
た
。
走
る
こ
と

は
で
き
ん
け
ど
も
、
今
、
杖
は
い
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
は
、
続
け

な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
す
る
と
、た
い
そ
う
違
い
ま
す
。

歩
か
な
い
と
き
は
、
筋
力
を
強
く
す
る

運
動
を
し
て
い
ま
す
。

健康チェックや個別面談も行われます

レクリエーションでは明るい笑顔が…

池田　忠喜さん（小浜町）

介護予防の
ススメ

～特定高齢者～
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「
一
般
高
齢
者
介
護
予
防
事
業
」
で

は
、
地
域
の
高
齢
者
が
自
ら
活
動
に
参

加
し
、
介
護
予
防
に
向
け
た
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、
介
護
予
防
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
教
室
は
、
国
見
町
の
「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」、
瑞
穂
町
の
「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」、千
々
石
町
の「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

が
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、
吾
妻

町
の
「
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ん
び
り

村
」
が
、
雲
仙
市
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
吾
妻
支
部
へ
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
愛
野
町
（
ほ
が
ら

か
教
室
）、
小
浜
町
（
い
き
い
き
健
康

教
室
）、
南
串
山
町
（
げ
ん
き
塾
）
の

介
護
予
防
教
室
、
特
定
高
齢
者
通
所
事

業
を
修
了
し
た
高
齢
者
の
支
援
教
室
、

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
介
護
予
防
教

室
、
転
倒
骨
折
予
防
体
操
教
室
、
認
知

症
予
防
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
教
室
は
、
高
齢
者
が
歩
い

て
参
加
で
き
る
地
域
の
公
民
館
な
ど

で
、
月
1
回
〜
3
回
、
77
会
場
で
行
わ

れ
、
血
圧
測
定
な
ど
の
健
康
相
談
、
介

護
予
防
や
生
活
習
慣
病
予
防
、
口
腔
機

能
の
向
上
、
栄
養
改
善
な
ど
の
健
康
教

育
、
運
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

豊
富
な
内
容
で
、
高
齢
者
の
「
健
康
づ

く
り
」
と
「
介
護
予
防
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

自
主
的
な
仲
間
づ
く
り
や
閉
じ
こ
も
り

予
防
、
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

心
も
体
も
元
気
に
！

　

私
た
ち
は
、
平
成
20
年
6
月
か
ら
11

月
ま
で
、
転
倒
予
防
体
操
を
、
市
か
ら

来
て
も
ら
っ
て
、
教
え
て
も
ら
っ
た
ん

で
す
よ
。
半
年
し
た
ら
自
分
た
ち
で
ど

う
ぞ
と
い
う
事
だ
っ
た
の
で
、
自
分
た

ち
の
地
域
の
人
だ
け
集
め
て
、
今
も
続

け
て
お
り
ま
す
。

　

体
に
い
い
か
ら
と
地
域
で
15
〜
16
人

で
始
め
ま
し
た
け
ど
、
ど
ん
ど
ん
増
え

て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
遠
く
か
ら
で

も
、出
か
け
て
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

介護予防の
ススメ

～一般高齢者～

ミニデイサービス（瑞穂町・横田地区）

ミニデイサービス「のんびり村」（吾妻町・川床地区）

介護予防で、
あなたも
がっちり！

「一度限りの人生だ　大事にしょうよこの命　みんなで
幸せのワルツを歌おう…」元気な歌声で始まります（南
本町転倒骨折予防体操教室・小浜町）

● 広報うんぜん
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
が
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
の
多
様
な

要
望
や
相
談
に
総
合
的
に
対
応
し
、
介

護
予
防
な
ど
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
包
括

的
・
継
続
的
に
調
整
す
る
、
地
域
の
拠

点
と
な
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
主

任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
な
ど
の
専
門
職
員
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
専
門
知
識
や
技

能
を
互
い
に
活
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者

へ
の
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
以
外
に
も
、

健
康
や
福
祉
、
医
療
や
生
活
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
相
談
に
も
対

応
し
ま
す
。

自
立
し
た
生
活
を

支
援
し
ま
す

　

介
護
予
防
が
必
要
な
人
、
要
支
援

1
・
2
と
認
定
さ
れ
た
人
を
対
象
に
、

適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し

支
援
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
権
利
を
守
り
ま
す

　

高
齢
者
の
人
権
や
財
産
を
守
る
権
利

擁
護
事
業
の
拠
点
と
し
て
、
虐
待
の
早

期
発
見
と
防
止
、
成
年
後
見
制
度
の
活

用
促
進
、
消
費
者
被
害
の
防
止
な
ど
、

皆
さ
ん
の
人
権
や
財
産
を
守
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。

多
方
面
か
ら

皆
さ
ん
を
支
え
ま
す

　

高
齢
者
へ
の
直
接
の
支
援
だ
け
で
な

く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
や
医
療

機
関
や
行
政
、
関
係
機
関
と
の
連
携
体

制
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

介護予防の
ススメ
○雲仙市地域包括支援センター
☎0957－36－3571
○同センター小浜支所
　（市役所小浜総合支所内）
☎0957－74－3211

　家庭でできる足腰を鍛える運動を
立って行う場合（ふらつきがあると
きは椅子を持って行いましょう）と
座って行う場合を紹介します。
　使っている筋肉を意識して行う
と、より効果的です。10回を目安に、
慣れてきたら回数を少しずつ増やし
ていきましょう。継続は力なり！で
す。無理のない範囲で健康づくりを
行っていきましょう！さあ、今日か
ら始めましょう!!

雲仙市地域包括支援センター
理学療法士　永木知子　さん

実践！
介護予防体操
ワンポイント

下腿三頭筋（ふくらはぎ）をきたえる運動（かかとあげ）
〈地面を蹴る力がつき、歩くことができるようになり
ます〉
○つま先を軸に1．2．3．4でゆっくりかかとをあげ、1．
2．3．4でゆっくりとおろします。

前脛骨筋（すね）をきたえる運動（つま先あげ）
〈つま先が上がるようになり、つまずきにくくなります〉
○かかとを軸に1．2．3．4でゆっくりつま先をあげ、1．
2．3．4でゆっくりとおろします。

大腿四頭筋（太もも）をきたえる運動（スクワット）（立って行う場合）
〈歩いたり、立ち上がったりという動作が楽にできるようになります〉
○両足を肩幅より少し広めにして立ちます。
○1．2．3．4で少し膝を曲げ腰を落とします。
○1．2．3．4で膝を伸ばします。
※膝の頭がつま先より前にでないように、また深く膝を曲げると腰や膝を
痛めやすいので注意しましょう。

大腿四頭筋（太もも）を
きたえる運動（膝伸ばし）
（座って行う場合）
○1．2．3．4で片方の膝
を伸ばします。膝を伸ば
した時につま先を顔の方
に向けます。
○1．2．3．4でおろします。

7● 広報うんぜん
平成23年1月



－

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て
、
提
案
は
な
い
か

　

参
加
者　

家
庭
へ
医
療
費
の
総
額
の

通
知
が
届
い
て
い
ま
す
が
、
1
年
間
で

一
度
も
病
院
へ
行
か
な
か
っ
た
健
康
家

族
が
あ
り
ま
す
か
。
市
か
ら
何
ら
か
の

方
法
で
表
彰
し
て
も
ら
え
る
な
ら
、
他

の
家
族
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
健
康
づ
く

り
に
励
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

担
当
課　

平
成
18
年
度
ま
で
は
、
医

療
給
付
を
受
け
な
か
っ
た
世
帯
を
表
彰

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら

廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

廃
止
の
主
な
理
由
は
、
①
県
か
ら
の

指
導
助
言
に
よ
る
保
健
事
業
の
見
直
し

②
医
療
費
の
抑
止
効
果
が
あ
ま
り
な
い

③
表
彰
を
受
け
る
た
め
に
、
病
院
受
診

を
拒
否
し
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
る
人
が

い
る
、
な
ど
で
す
。
さ
ら
に
、
生
活
習

慣
病
予
防
を
徹
底
す
る
た
め
に
、
効
果

の
あ
る
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
を

重
視
す
る
こ
と
も
あ
り
、
表
彰
事
業
を

廃
止
し
ま
し
た
。

※
平
成
18
年
度
実
績

表
彰
該
当
家
庭
は
、
2
7
3
世
帯

国
保
世
帯
の
2
．
5
％

－

介
護
予
防
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て
、
提
案
は
な
い
か

　

参
加
者　

介
護
予
防
や
医
療
、
健
康

づ
く
り
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
研
修

会
な
ど
を
開
い
て
ほ
し
い
。
保
健
師
や

行
政
の
人
に
も
、
も
っ
と
介
護
予
防
の

現
場
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
…
。

　

担
当
課　

ス
タ
ッ
フ
研
修
会
は
、「
高

齢
者
福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習

会
」
や
「
雲
仙
市
介
護
予
防
事
業
従
事

者
連
絡
会
」
な
ど
、
年
1
回
開
催
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
ま
だ
実
施
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
関
係
者
の
要
望
な
ど

を
聞
き
な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ
研
修
を
開

催
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託
事
業
所
か
ら
の
要
望
が

あ
れ
ば
、
サ
ロ
ン
な
ど
へ
の
理
学
療
法

士
や
歯
科
衛
生
士
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
指
導
者
な
ど
の
専
門
職
の
派
遣
も
可

能
で
す
。
介
護
予
防
教
室
の
中
で
、
研

修
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

担
当
課　

健
康
づ
く
り
課
で
は
、「
こ

こ
ろ
と
か
ら
だ
ミ
ニ
講
座
」
の
中
で
、

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
メ
ニ
ュ
ー
も
組

ん
で
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

参
加
者　

人
を
寄
せ
る
の
が
難
し

い
。
担
い
手
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
も

問
題
。
結
局
、
引
っ
張
っ
て
い
く
人
が

い
な
い
と
、
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

参
加
者　

う
ち
の
地
区
で
、
ミ
ニ
デ

イ
が
増
え
た
の
は
、
老
人
会
の
人
た
ち

と
い
ろ
い
ろ
話
し
て
、
定
例
会
を
活
用

し
て
か
ら
で
す
。
最
初
は
抵
抗
が
あ
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
短
い
時
間
で

実
施
し
、
そ
の
後
、
要
望
に
よ
り
、
半

日
に
し
た
り
、
1
日
に
し
た
り
と
、
そ

う
い
う
風
な
ミ
ニ
デ
イ
を
開
催
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

介護予防の
ススメ
市長が動く、まちが変わる、
みんなで変える

第32回　移動市長室

　

雲
仙
市
の
高
齢
化
率
は
、
現
在
約
28
％
。
今
後
も
、
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
行
し
、
医
療
費

も
高
騰
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
移
動
市
長
室
は
、「
介
護
予
防
」
と
「
医
療
・
介

護
費
の
削
減
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
高
齢
者
が
元
気
に
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
し
て
い
く

た
め
の
介
護
予
防
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
懇
談
い
た
だ
き
ま
し
た
。

元
気
だ
か
ら
介
護
予
防
！

平坂　幸喜 さん
シルバー人材事業会員
（千々石町）

井上　理人 さん
民生委員・児童委員
（南串山町）

今村　和子 さん
雲仙市地域包括
支援センター所長

● 広報うんぜん
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－

健
診
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

　

提
案
は
な
い
か

　

参
加
者　

健
診
に
つ
い
て
は
、
企
業

な
ど
に
も
、
協
力
し
て
く
れ
な
い
か
と

お
願
い
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
働
き
に
行
っ
て
、
時
間
を
も
ら
っ

て
健
診
に
行
く
と
い
う
の
は
、
な
か
な

か
難
し
い
と
思
う
の
で
す
が
。

　

担
当
課　

国
民
健
康
保
険
加
入
で
企

業
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
平
日
は

な
か
な
か
難
し
い
と
い
う
事
で
す
ね
。

企
業
な
ど
に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
く
一

方
で
、
日
曜
日
の
健
診
も
、
医
師
会
に

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

参
加
者　

健
診
は
、
合
併
前
は
、
何

回
か
に
分
け
て
行
わ
れ
て
お
り
、
お
そ

ら
く
、
健
診
率
も
今
よ
り
高
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

担
当
課　

特
定
健
診
が
始
ま
っ
た
の

は
平
成
20
年
で
す
。
そ
の
前
ま
で
は
、

健
康
診
査
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
平

成
19
年
度
（
国
保
の
加
入
者
）
の
受
診

率
は
、
約
20
％
で
し
た
。
そ
し
て
平
成

20
年
度
に
は
、40
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

健
診
に
対
す
る
住
民
の
求
め
る
も
の

が
変
わ
り
、
で
き
れ
ば
1
回
で
済
ま
せ

た
い
と
い
う
人
が
増
え
た
こ
と
も
あ

り
、
今
の
総
合
健
診
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
タ
ボ
の
人
を
発

見
し
て
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

と
い
う
、
指
導
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

－
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

　

提
案
は
な
い
か

　

参
加
者　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
く

れ
る
人
の
確
保
が
難
し
い
で
す
ね
。
い

き
い
き
サ
ロ
ン
を
作
っ
た
当
時
は
、
民

生
委
員
さ
ん
を
中
心
に
、
福
祉
協
力
員

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
協
力

員
と
い
う
の
は
、
で
き
れ
ば
ま
た
、
設

け
て
ほ
し
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
者　

や
は
り
み
ん
な
が
心
豊
か

に
生
活
し
て
い
け
ば
、
健
康
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
う
あ
ま
り

細
か
い
こ
と
ま
で
、
が
た
が
た
言
わ
ず

に
、
大
ら
か
に
や
っ
て
い
く
よ
う
な
、

そ
う
い
う
市
民
性
を
作
っ
て
い
く
と
い

う
の
が
、
大
事
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

　

参
加
者　

今
の
社
会
は
、
子
供
も
老

人
も
変
わ
ら
な
い
、
心
の
寂
し
さ
と
い

う
ん
で
す
か
ね
、
そ
れ
が
大
い
に
出
て

き
て
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
仲
間
づ
く
り

が
大
切
で
す
ね
。
健
康
づ
く
り
は
、
仲

間
づ
く
り
か
ら
始
め
て
い
か
な
け
れ

ば
、
な
か
な
か
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
一
人
で
健
康
づ
く
り

を
し
て
も
、
長
続
き
し
な
い
で
す
ね
。

一
人
で
も
二
人
・
三
人
で
も
、
仲
間
を

つ
く
っ
て
や
っ
て
い
け
ば
、
長
続
き
す

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

市
長　

将
来
的
に
は
、
や
は
り
こ
こ

は
、
医
療
・
福
祉
を
き
ち
っ
と
中
心
に

で
き
る
市
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
人
口
減
少
に
向
か
い

ま
す
し
、
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
今
ま

で
と
違
っ
た
形
で
の
社
会
の
仕
組
み
が

で
き
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
学
校
が
今

後
は
余
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
う

な
っ
た
場
合
は
、
例
え
ば
、
高
齢
者
の

方
々
の
運
動
施
設
、
あ
る
い
は
健
康
施

設
に
と
い
う
事
も
供
し
て
い
け
る
よ
う

な
時
代
が
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
事
も
含
め
な
が
ら
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
、
つ
ま
り
、
皆
さ
ん

が
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
、頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡　泰正 さん
「いきいきサロン」
ボランティア
（国見町）

林　カツミ さん
転倒骨折予防体操教室

参加者
（小浜町）

三浦サツキ さん
食生活改善推進員
連絡協議会吾妻支部
（吾妻町）

寺田美代子 さん
瑞穂ミニデイ
サポーター
（瑞穂町）

荒木　榮喜 さん
愛野町老人クラブ
連合会長
（愛野町）
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うんぜんクリック
観光情報 №４３

雲仙市の花を堪能！
～雲仙市フラワーフェスティバル～

霧島市で雲仙市の物産などをＰＲ
～霧島ふるさと祭２０１０～

雲仙市花き振興協議会主催による雲仙市フラワーフェス
ティバルが、１１月２０日に吾妻町ふるさと会館で開かれまし
た。当日は、雲仙市緑のプロデューサーである石原和幸氏を
講師に迎え、親子フラワーアレンジメント教室と講演会を実
施。この日デザインされた花壇は、フェスティバル終了後、３日
間雲仙市役所ロビーに展示され、来庁者の目を楽しませてい
ました。

アンテナショップ「キトラス」をご活用ください
福岡に開設している、アンテナショップ「キトラス」は、商品の販売だけでなく、旬の商材PRやイベントなどに活用できます。
情報発信やマーケットリサーチなど、大いにご活用ください。
出展を希望する事業者は、観光物産まちづくり推進課（☎３８-３１１１、物産チームあて）までご連絡ください。

姉妹都市交流を行っている鹿児島県霧島市で１１月
６日～７日、「霧島ふるさと祭２０１０」が開かれました。２日
間で５万人の動員があるこのイベントへ、雲仙市の業者
も出店。雲仙市特産のかまぼこ、ちゃんぽん、カステラな
ど大変好評で、出店ブースの前には人だかりが。ステー
ジでは観光大使による雲仙市の観光ＰＲを行い、姉妹
都市の交流を深めました。

商
談
会
で

雲
仙
市
の
旅
行
商
品
を
Ｐ
Ｒ

　

長
崎
県
観
光
情
報
説
明
会
が
、

12
月
２
日
、
雲
仙
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。説
明

会
に
は
、
旅
行
会
社
や
県
内
の
市

町
、観
光
協
会
、旅
館
ホ
テ
ル
の
担

当
者
な
ど
、約
１
４
０
人
が
参
加
。

　

来
年
の
旅
行
商
品
の
商
談
で

は
、
泉
質
が
違
う
小
浜
温
泉
と

雲
仙
温
泉
、
雲
仙
牛
な
ど
の
雲

仙
ブ
ラ
ン
ド
、
四
季
折
々
の
自

然
を
説
明
し
、
大
い
に
雲
仙
市

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

雲仙市のテントの前には、行列が 石原氏の指導に、子どもたちも興味津々

旅行会社の担当者などと、熱心な商談が行われました

● 広報うんぜん
平成23年1月10



♪市内が音楽に包まれた１カ月♪ ～雲仙音楽祭～
１１月の１カ月間、ながさき音楽祭の一環として、『雲仙音楽祭』が市内のいろいろな場所で開催され、延べ
５，０００人を越える観客で賑わいました。
『雲仙音楽祭』では、江戸時代末期、外国人居留民による社交ダンスで賑わっていた当時を再現した「雲仙
大舞踏会」や、プロの演奏家や音大生などの若い世代で構成された「プロジェクトブラス」の演奏、県内の音楽
団体による屋外で行われた「街の賑わいミニコンサート」などが行われ、多くの観客を魅了しました。

１２月５日に、ＪＡ全農ながさき県南家畜市場において、第４回雲
仙市産業まつり～特産まんぞく市～が開かれました。当日は、好天
にも恵まれ、市内外から、１万人以上の人が訪れ、雲仙ブランドやう
んぜん逸品、雲仙スイーツなどの特産品ブースには、行列ができま
した。また、特設ステージでは、雲仙市内のアマチュアバンドの演奏
や瑞穂中学校吹奏楽部の演奏があり、お腹も心も大まんぞくの一
日となりました。

雲仙大舞踏会での賑わいは、まさに日本における“ダンスの聖地”雲仙温泉街で行われた、街の賑わいミニコンサート

産業まつりで、大まんぞく！

11● 広報うんぜん
平成23年1月



UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

■第2回選定委員会
　11月1日、第2回選定委員会が開かれ、土
黒保育所の移管先法人を募集するための
「募集要項」と移管するにあたっての「運営
条件」が協議されました。

■第3回選定委員会
　11月15日、第3回選定委員会が開かれ、
第2回選定委員会に引き続き、「募集要項」
と「運営条件」が協議されました。
　また、移管先法人が応募をする際の申請
書類についても審議されました。

雲
仙
市
公
立
保
育
所
の
民
間
移
管
に
つ
い
て

法
人
選
定
委
員
会
を
開
催

大活躍！雲仙市の青年農業者
島原半島地区青年農業者連絡協議会意見発表大会

　11月4日、愛野町公民館で行われた島原半島地区青
年農業者連絡協議会意見発表大会に、半島内17人
の青年農業者（内、雲仙市からは7人）が出場し、意見発
表を行いました。
　結果、入賞者6人中、雲仙市から最優秀賞に瑞穂町
青年農業者連絡協議会の浜塚剛さん、ほか2人が入賞
するなど、大活躍しました。
　入賞した皆さんは、2月に開かれる県大会（50thアグリ
ネットフォーラム）で、半島代表として発表を行います。

《最優秀賞受賞者》
　瑞穂町青年農業者連絡協議会 浜塚　　剛さん
《優秀賞受賞者》
　吾妻町青年農業者連絡協議会 吹原　大介さん
　千々石町農業研究会  町田　　猛さん

長年の活動が評価される
長崎県公共図書館等協議会表彰

　11月15日、国見町の図書ボランティア「おはなしのへ
や　ぐりとぐら」（藤澤順子代表）が、長崎県公共図書
館等協議会表彰を見事受賞しました。
　同団体は平成11年に結成され、今日まで11年もの
間、地元の小学校の朝の読書時間や昼休みを利用し
て「おはなしのへや」を開いてきました。
　また、雲仙市図書館でも定期的に活動し、「おはなし
のへや夏まつり」や「お月見夜ばなし会」など、季節に合
わせた読み聞かせも実施しています。
　最近では、この地道な活動が若い世代へとつながる
よう、高校生にも参加をお願いしているそうです。
　今後も雲仙市の子どもたちが心豊かに育つよう、より
一層の活躍が期待されます。

お世話になりました
教育委員　宮﨑賢太郎さん（瑞穂町）
　12月1日付けで、教育委員を退任。
　旧瑞穂町教育委員に任命以来、11年8
月の長きにわたり、教育行政の振興に寄与
されました。

お世話になります
教育委員
　渡邉いづみさん
　　　　　（小浜町）
　12月2日付けで、
教育委員に任命され
ました。

雲
仙
市
教
育
委
員
の
退
任・任
命

教
育
委
員
に
渡
邉
い
づ
み
さ
ん

左から町田さん、吹原さん、浜塚さん

「おはなしのへやぐりとぐら」の皆さん（下段中央が藤澤代表）

● 広報うんぜん
平成23年1月12



●ホットなニュースと市からのお知らせ

件　　数
合計金額

31件
1 , 6 6 0 , 0 0 0円

これまでの合計 （11月末現在）

11月中に寄付をいただいた皆さま
（承諾していただいた項目のみ掲載）

氏名（敬称略）
鶴崎　照久
下村　　弘

住　所
愛知県
東京都

出身町
瑞穂町
瑞穂町

金　額
　　　－
　　　－

　「雲仙市を応援したい」「雲仙市のために何かし
たい」という想いを、ふるさと納税（寄付金）と
いう形でお寄せいただいています。このような想
いを持たれた市外在住のご子息、ご令嬢、兄弟、
姉妹、親族、友人、知人をご紹介ください。

ふるさと雲仙市の応援団を募集しています

問い合わせ・申し込み

政策企画課　地域振興班（ふるさと応援寄付担当）
☎38-3111　FAX38-3514
ホームページ　http://www.city.unzen.nagasaki.jp

　雲仙市食生活改善推進員連絡協議会吾
妻支部が平成22年度の栄養関係功労で厚
生労働大臣から表彰を受けました。
　同支部は平成7年に結成され、健康づく
りの担い手として食生活改善を目的とした地
域活動をはじめ、介護予防のための地域支
援事業への取り組みは食事のみならず、レク
レーションや健康体操にまで幅広く従事し、
元気な高齢者を支える活動を継続しています。
　また、小・中学校では、年少の頃からの

食育の大切さをわか
りやすく説明したり、
行政と一体となって
学習会や研修会へ
積極的に参加し自己
研鑽に努め、住民
の健康保持増進に
寄与している点が認
められ、今回の受賞
となりました。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

食
改
吾
妻
支
部　

栄
養
関
係
功
労
で
受
賞

　県内の発明の奨励、振興を目的に、第58回
長崎県発明くふう展が行われ、緒方秀雄さん
（南串山町）が最優秀賞にあたる長崎県知事
賞を受賞しました。
　緒方さんが考案したのは、「アームの部を折り
たためるようにした畝立補助用具」。日ごろ農業
に励む中、歩行用の管理機の使用上の問題
点の改善に取り組み、従来経験と勘に頼って

いた畝立作業が、
均等かつスムーズ
な作業になること
を可能にしました。
　実用的でシン
プルという点が評
価され、今回の受
賞に至りました。

第
58
回
長
崎
県
発
明
く
ふ
う
展

緒
方
秀
雄
さ
ん　

最
優
秀
賞
受
賞

小浜中吹奏楽部、また快挙
第23回全日本マーチングコンテスト

　11月21日、大阪城ホールで行われた「第23回全日本
マーチングコンテスト」に、小浜中学校吹奏楽部が九州
地区代表として出場しました。
　同吹奏楽部は9月、10月に行われた県大会、九州大
会で金賞を受賞し、今大会の出場権を獲得。当日は全
国各地から25チームの精鋭が出場する中、息のあった
素晴らしい演奏・演技を披露し、見事「金賞」を受賞しまし
た。同時に、5年連続で全国の舞台で「金賞」を受賞する
という快挙も達成しました。

ご寄付　ありがとうございます
ふるさと納税

ほか、お一人からいただきました

金賞を受賞して喜ぶ皆さん。笑顔も “金賞” ですね。

同支部長の三浦サツキさん

←緒方さんと考案
　した畝立補助用具

13● 広報うんぜん
平成23年1月



島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
む
た
め
に

市
民
誰
も
が
ジ
オ
ガ
イ
ド

世界に羽ばたく島原半島ジオパーク

ジ
オ
サ
イ
ト「
原
城
跡
」

　

今
月
は
、
南
島
原
市
に
あ
る
原
城
跡

を
紹
介
し
ま
す
。

　

原
城
跡
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
、「
島
原

の
乱
」
の
最
後
の
舞
台
と
な
っ
た
国
指

定
の
史
跡
で
す
。若
き
総
大
将
天
草
四

郎
が
戦
っ
た
こ
の
場
所
は
、
そ
の
歴
史

的
価
値
の
み
で
な
く
、
島
原
半
島
ジ
オ

パ
ー
ク
と
し
て
も
主
要
な
ジ
オ
サ
イ

ト
の
一
つ
で
す
。

　

原
城
は
、
海
に
突
き
出
た
高
台
を
利

用
し
て
築
城
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
は
こ

の
高
台
は
、
９
万
年
前
の
阿
蘇
火
山
の

大
噴
火
に
よ
る
火
砕
流
堆
積
物
が
造

っ
た
も
の
で
す
。

　

も
し
、
阿
蘇
火
山
が
噴
火
し
な
か
っ

た
ら
、「
島
原
の
乱
」は
、
ど
の
よ
う
な

結
末
を
辿
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
見
無
関
係
に
思
え
る
天
草
四
郎

と
阿
蘇
火
山
が
、
時
を
越
え
て
繋
が
っ

て
い
る
場
所
。ぜ
ひ
、
原
城
跡
で
、
雄
大

な
歴
史
ロ
マ
ン
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

原
城
跡
観
光
ガ
イ
ド
の
会

　

原
城
跡
観
光
ガ
イ
ド
の
会
の
田
中

さ
ん
で
す
。ジ
オ
サ
イ
ト
を
分
か
り
や

す
く
ガ
イ
ド
し
て
く
れ
ま
す
よ
。

問
い
合
わ
せ

南
島
原
ひ
ま
わ
り
観
光
協
会

☎
０
９
５
７
-76
-１
８
０
０

ガ
イ
ド
養
成
講
座
模
擬
ツ
ア
ー

一
般
参
加
者
募
集

　

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡

協
議
会
で
は
、
観
光
客
な
ど
に
島
原
半

島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ

イ
ド
の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
養
成
講
座
（
中
級
）
受
講
者

の
研
修
の
一
環
と
し
て
、
模
擬
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

よ
り
実
践
的
な
ガ
イ
ド
研
修
と
す

る
た
め
、
一
般
市
民
の
参
加
を
募
集
し

ま
す
。

◆
開
催
日　

平
成
23
年
２
月
19
日（
土
）

◆
集
合
場
所

　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館 

駐
車
場

　
（
島
原
市
平
成
町
１
-１
）

◆
募
集
人
員　

20
人（
先
着
順
）

◆
ガ
イ
ド

　

各
ジ
オ
サ
イ
ト
別
に
研
修
者
が
担

当
す
る

◆
持
参
品

　

飲
み
物
、昼
食
、雨
具
な
ど

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
①
名
前
②
住
所
③
電
話
番

号
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。（
１
件
に
つ

き
２
人
ま
で
申
し
込
み
可
能
で
す
）

◆
申
込
期
間

　

平
成
23
年
１
月
11
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
10
日（
木
）

◆
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
応
募
先

　

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務
局　

◆
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

雲
仙
岳
災
害
記
念
館
駐
車
場
集
合

【
午
前
11
時
】
〜
出
発
【
午
前
11
時
10

分
】
〜
千
本
木
展
望
所
【
午
前
11
時
40

分
】〜
白
土
湖【
午
後
０
時
15
分
】〜
み

ず
な
し
本
陣
（
昼
食
休
憩
）【
午
後
０
時

40
分
】
〜
龍
石
海
岸
【
午
後
１
時
50
分
】

〜
両
子
岩
【
午
後
２
時
40
分
】
〜
雲
仙

お
山
の
情
報
館
別
館
【
午
後
３
時
40

分
】
〜
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
（
解
散
）

【
午
後
４
時
30
分
】

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
都
合

に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

島
原
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
事
務
局

☎
０
９
５
７
-65
-５
５
４
０

ジーオくん

写真上部の白色部分が、阿蘇火山から流れてきた巨大火砕
流の堆積物。この堆積物には、細かいガラス質の火山灰が含
まれ、地元の人はこれを鍋の磨き粉として利用していました。

原城跡観光ガイドの田中さん

み
ん
な
で
、

ジ
オ
サ
イ
ト
を
巡
ろ
う
！

● 広報うんぜん
平成23年1月14



４５年ぶりに、長崎県で国体が開催されます

　『長崎がんばらんば国体』の開催に向け、児童生徒
の国体に対する関心を高めるとともに、国体県民運
動への参加促進が図られるよう、県民の皆さんへの
啓発活動の一環として、県内の小・中学生・高校生を
対象にコンクールを実施。５４７点の応募作品から、
雲仙市では、市立鶴田小学校６年の前田涼輔くんの
作品が佳作に入賞しました。

　将来ソフトボー
ルの選手として、国
体に出場してみた
いです。吾妻体育館
で開催される長崎
国体ボクシング競
技は見に行きたい
です。

■雲仙市開催種目■
　　サッカー（少年男子）、ボクシング（全種目）
■デモンストレーション行事■
　　雲仙アヅマクロス

県民運動
ポスターコンクールで入賞！

　平成 26年に開催される「長崎がんばらんば国体」出
場選手の発掘やボクシング競技の底辺拡大、さらに
は、国体会場ほかにおいて、ボクシング競技に対する
理解と国民体育大会ボクシング競技開催へ向けての
機運の向上を図ることを目的に開かれていたボクサ
サイズ教室の平成 22年度分が終了しました。
　南串山から国見の各地区で、７月～ 11 月に計５回
行われ、参加者数は延べ１５７人でした。教室に参加
した子どもたちからは、『高校ではボクシング部に入
部したい』、『長崎国体では、会場に行きます !!』といっ
た感想が飛び出すほどの盛況ぶりでした。
　次年度も多数の参加をお待ちしています。

平成２２年度の
ボクササイズ教室終了

鶴田小６年
前田　涼輔くん

各種競技を行うがんばくんを描いた作品

平
成
23
年
度

雲
仙
市
市
民
提
案
事
業
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
、企
画
・

提
案
か
ら
実
施
ま
で
を
主
体
的
に

行
う
提
案
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

事
業
の
提
案
が
で
き
る
の

は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
団
体
と
し
ま
す
。

①
市
内
に
事
務
所
及
び
活
動
場

所
を
有
す
る
団
体
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
市
民
活

動
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
益
法

人
、
自
治
会
、
事
業
所

な
ど
）で
あ
る
こ
と

②
提
案
時
に
お
い
て
、

市
内
に
住
所
を
有
す

る
人
、市
内
に
勤
務
す

る
人
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
が
５
人
以
上
参
加
し

て
お
り
、そ
の
人
た
ち
が
団
体

構
成
員
総
数
の
過
半
数
以
上

を
占
め
る
団
体
で
あ
る
こ
と

対
象
事
業

　

提
案
の
対
象
と
な
る
事
業

は
、
提
案
さ
れ
た
団
体
が
自
ら

実
施
す
る
公
益
的
な
事
業
で
、

次
の
よ
う
な
事
業
と
し
ま
す
。

①
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題
の

解
決
が
図
ら
れ
る
事
業

②
市
の
一
体
感
や
市
民
の
連
帯

感
の
醸
成
が
図
ら
れ
る
事
業

③
先
駆
的
及
び
独
創
的
な
工
夫

及
び
ア
イ
デ
ア
が
認
め
ら
れ

る
事
業

④
市
民
満
足
度
が
高
ま
り
、
具

体
的
な
成
果
や
効
果
が
期
待

で
き
る
事
業

応
募
方
法

　

事
業
提
案
書
に
次
に
掲
げ
る

書
類
を
添
付
し
、
期
日
ま
で
に

応
募
先
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
提
案
書

○
事
業
計
画
書

○
収
支
予
算
書

○
団
体
概
要
書

○
そ
の
他
市
長
が
必

要
と
認
め
る
書
類

※
応
募
書
類
様
式
お
よ
び

「
事
業
提
案
の
手
引
き
」を
、
市

役
所
市
民
窓
口
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
に

備
え
付
け
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

応
募
書
類
の
募
集
期
間

平
成
23
年
２
月
１
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　

３
月
11
日（
金
）

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
窓
口
課　

市
民
生
活
班

☎
38
-３
１
１
１

提
案
募
集※平成２３年度予算が決定されてからの実施となります

スポーツ振興課　国体準備室（☎37-3113）問

平成26年9月中旬～10月中旬の
期間中の11日間で長崎国体

が開催されます。
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雲仙市男女共同参画センター（政策企画課内）　☎３８-３１１１問

ＤＶとは、夫婦や恋人間など、親しい間柄で起きる暴力のことで、色々な種類があります。
○体への暴力（なぐる、蹴る、物を投げつける→恐い事件につながることもあります）
○性的な暴力（避妊をしない、性行為を強要する→性感染症への危険。望まない妊娠・結
婚、中絶につながりやすい。性的暴力は、特に女性の体への影響が大きく、命に関わるこ
とでもあります）
○心への暴力（無視、束縛、携帯チェックやメールアドレス消し、付き合いの制限などの拘
束、おどし、ののしりを行う、暴言により受ける心への暴力）
○お金に関わる暴力（経済的な締め付け、借金をさせる、お金をたかる）
暴力についての間違った思いこみから、下記のように暴力を正当化することがあります
が、それは誤りです。
○暴力をふるうのは、ストレスや飲酒のせいだ
→ストレスがあるからと暴力をふるっていいはずがありません。ましてや、お酒のせい
にしてはいけません。
○暴力をふるわれるほうも悪い→暴力に関しては、暴力をふるうほうが悪いのです。
○暴力が嫌なら逃げるはず
→逃げたら暴力が増えるかもとおびえて逃げ出せないことがあります。また、経済的な
締め付けを受けている場合、逃げ出すためのお金もないことも。嫌なことを、嫌だと言
えなくなっているのです。
ＤＶ被害にあっていると感じたら、一人で悩まず相談を！
○長崎こども・女性・障害者支援センター、警察のほか、市役所、市福祉事務所、法テラス、
民間相談機関（ＮＰＯ法人ＤＶ防止ながさき※匿名相談も受付）など、各種相談機関に
相談ください。どこに相談したらわからない場合は、ＤＶ相談ナビダイヤル０５７０-
０-５５２１０へお電話を。お近くの相談窓口へ自動音声により案内し、つないでくれ
ます。
ＤＶ被害の相談を受けたときは、まずは、相談者の話をきちんと聞きましょう。決して、
「あなたにも悪いところがあるのでは？」、「愛情がある証拠だから我慢しなさい」などの
アドバイスはしないでください。相談者の身の安全を確認し、各種相談機関へ相談するこ
とを勧めてください。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座　

国
見
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

「
男
女
共
同
参
画
出
前
講
座
」受
講
者　

随
時
募
集
！

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
は
、雲
仙
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ま
で

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止のために！

　

12
月
３
日
、
国
見
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ（
渡
邊
和
巳
会
長
）
の
会
員

対
象
研
修
会
と
し
て
、「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
平
成
21
年
度

に
引
き
続
き
、
市
内
中
学
校
ま

た
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
対
象
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｄ
Ｖ
防
止
な
が
さ
き
の
中
田

慶
子
代
表
を
迎
え
、『
親
が
子
ど

も
に
対
し
て
留
意
す
べ
き
こ

と
』
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
配
偶
者
暴
力

防
止
法
な
ど
の
法
体
制
、
暴
力

の
種
類
や
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
教

育
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
、
詳

し
く
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、予
防
策
と
し
て
、日
ご

ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
家
族
・

大
人
と
し
て
伝
え
て
お
き
た
い

こ
と
は
、『
男
女
は
平
等
、
対
等

で
あ
る
こ
と
』、『
嫌
な
こ
と
は

嫌
と
い
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
』、そ
し
て
、『
男
女
と
も
自
分

の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
伝
え

る
こ
と
を
習
慣
化
し
、
日
々
の

生
活
、食
事
、会
話
を
大
事
に
し

て
、
親
子
の
良
い
関
係
づ
く
り

を
心
が
け
る
こ
と
の
大
切
さ
』な

ど
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
会
員
・
先
生
な
ど
、

約
90
人
は
、
対
等
な
対
人
関
係

づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
で
、
非

暴
力
化
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
の
説
明
に
う
な
ず
き
な
が

ら
、聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
Ｄ
Ｖ
に
対

す
る
予
防
教
育
の
重
要
性
を
理

解
で
き
た
。子
ど
も
た
ち
が
、
よ

り
良
い
大
人
に
成
長
で
き
る
よ

う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
き
た

い
」な
ど
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

は ぴ ね す 通 信 　34
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■
恐
怖
を
覚
え
る
強
引
、
脅
迫

ま
が
い
の
電
話
勧
誘

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
悪

質
な
電
話
勧
誘
販
売
に
関
す
る

相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
年
々

増
え
て
い
ま
す
。中
で
も
、
強
引

で
脅
迫
的
な
勧
誘
を
受
け
た

り
、
考
え
る
暇
を
与
え
ら
れ
ず

に
即
決
を
迫
ら
れ
た
と
い
う
相

談
、長
時
間
に
わ
た
り
、し
つ
こ

く
勧
誘
さ
れ
た
と
い
う
相
談
が

目
立
ち
ま
す
。

■
勧
誘
電
話
に
は
こ
ん
な
傾
向

が
！

①
販
売
目
的
、業
者
名
、販
売
員

の
氏
名
を
告
げ
な
い

　
「
共
済
年
金
の
保
護
に
つ
い

て
話
が
し
た
い
」な
ど
と
、
販
売

目
的
を
告
げ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、「
同
級
生
を
名

乗
っ
て
電
話
が
き
た
」な
ど
、
業

者
名
を
隠
し
て
勧
誘
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

②
断
っ
た
の
に
、
何
度
も
勧
誘

さ
れ
る

　
「
毎
日
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
１

日
に
30
回
も
電
話
を
か
け
て
き

た
」「
会
っ
て
話
す
ま
で
電
話
を

切
ら
な
い
」「
断
っ
た
ら
、
怒
鳴

ら
れ
、
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ま
れ
た
」

「
断
っ
て
も
帰
っ
て
く
れ
ず
仕

事
に
支
障
を
き
た
し
た
」
な
ど
、

し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

③
長
時
間
、強
引
、脅
迫
ま
が
い

　
「
お
前
を
追
い
込
ん
で
や
る
」

「
家
族
に
気
を
つ
け
ろ
」「
家
に

火
を
つ
け
て
や
る
」
な
ど
と
脅

さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
自
宅
に
何
時
間
も
居
座

ら
れ
て
勧
誘
を
受
け
た
」
な
ど

の
長
時
間
勧
誘
や
、
夜
遅
く
勧

誘
さ
れ
た
相
談
も
あ
り
ま
す
。

④
収
入
に
な
る
か
の
よ
う
な
説

明
が
あ
る

　
「
損
を
す
る
こ
と
は
な
い
」「
家

賃
収
入
で
十
分
返
済
で
き
る
」

「
豊
か
な
老
後
が
見
込
め
る
」
な

ど
の
家
賃
収
入
が
得
ら
れ
る

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
受
け
た
が
、

実
際
は
ロ
ー
ン
返
済
額
よ
り
家

賃
収
入
額
が
下
回
る
、と
い
う
相

談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

強
引
に
勧
め
ら
れ
て
も
、

買
う
気
が
な
け
れ
ば
断
る

　

マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
の
勧
誘
電

話
と
わ
か
っ
た
場
合
、買
う
気
が

な
け
れ
ば
、
毅
然
と「
必
要
あ
り

ま
せ
ん
」「
お
断
り
し
ま
す
」
と

言
っ
て
、す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。た
と
え
、
断
っ
た
際
に

「
話
も
聞
か
ず
電
話
を
切
る
の
は

無
礼
だ
。行
く
か
ら
会
え
！
」
な

ど
と
怒
鳴
ら
れ
て
も
、買
う
気
が

な
け
れ
ば
決
し
て
応
じ
な
い
こ

と
。も
し
、
業
者
名
や
連
絡
先
も

言
わ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、迷
惑

電
話
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

発
信
番
号
表
示
サ
ー
ビ
ス
（
有

料
）を
利
用
し
て
、
再
勧
誘
の
電

話
を
着
信
拒
否
し
た
り
、非
通
知

で
か
か
っ
て
き
た
場
合
に
は
繋

が
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

■
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ

　

契
約
し
た
場
合
、原
則
、契
約

書
が
渡
さ
れ
て
か
ら
８
日
以
内

で
、要
件
が
整
え
ば
、無
条
件
で

解
約
で
き
ま
す
。ま
た
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い

て
も
契
約
を
取
り
消
せ
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。暴
力
や
脅

迫
を
受
け
た
ら
警
察
へ
申
し
出

ま
し
ょ
う
。

な や み ゼロ（消費生活センター直通電話）
ライフサポートホットライン

雲仙市消費生活センター
からのお知らせ

困ったときは…　早めに、ご相談を。

マンションの悪質な電話勧誘販売に注意！

　借金などの問題により「眠れない」、「食欲がない」、「ギャンブルが
やめられない」といった悩みをお持ちの人を対象に、弁護士や臨床
心理士など、専門家によるこころと暮らしの無料相談会が開かれま
す。ご希望の方は、電話にてご予約ください。

こころと暮らしの無料相談会

県南保健所　地域保健課（☎０９５７-６２-３２８９）問

開催日 相談時間 会場
平成２３年１月１３日（木） 午後１時～４時 愛野町公民館

夜
道
に
は
、

気
を
つ
け
ろ
よ
！
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２人１組での録音風景。神経を使います。

編成会議では、それぞれの疑問点を話し合います

この日は、１２月号の編成会議のために集合。前列左が理事長の平井さん。前列右は、視覚に障がいがあり、いろいろなアドバイスなどを行う尾首さん。

毎
月
、雲
仙
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

本
当
に
必
要
と

す
る
人
に
届
け
た
い

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

音
声
訳
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

や
ま
ぼ
う
し
の
皆
さ
ん

が
、広
報
う
ん
ぜ
ん
な
ど
を

音
訳
し
、録
音
し
た
Ｃ
Ｄ

を
、視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

皆
さ
ん
に
無
料
で
送
付
し

て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
市

の
情
報
が
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、一
度
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。希
望
す
る
人

は
、
福
祉
課

障
害
福
祉
班

（
☎
36-

２
５

０
０
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

一
緒
に
音
声
訳
を
し
て

い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
研
修

な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、

未
経
験
者
で
も
大
歓
迎
で

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
一
度
、
福
祉
課
障
害

福
祉
班（
☎
36-

２
５
０
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

４
年
前
、
私
も
皆
さ
ん
と

一
緒
に
音
訳
の
研
修
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。音
訳

と
は
、広
報
紙
を
読
み
、録
音

す
る
だ
け
の
作
業
だ
と
、
安

易
に
考
え
て
い
た
自
分
が
恥

ず
か
し
い
く
ら
い
、
奥
深
い

も
の
で
し
た
。言
葉
だ
け
で
、

写
真
の
説
明
を
す
る
の
は
、

想
像
以
上
に
大
変
な
作
業
で

す
。「
や
ま
ぼ
う
し
」の
皆
さ
ん

は
、
と
に
か
く
わ
か
り
や
す

く
伝
え
た
い
、
と
の
思
い
で

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。そ
の
姿
勢
か
ら
、「
常

に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
る
」と
い
う
、
福
祉
の
原
点

の
よ
う
な
も
の
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
こ
と
を

１
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
に
聞
い
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
者
か
ら
も
一
言

市民福祉部
福祉課
柴崎　由美子　係長

音
声
訳
に
よ
る
情
報
提
供
は
、絶
対
に
必
要

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
皆
さ

ん
の
た
め
に
、「
広
報
う
ん
ぜ

ん
」
な
ど
を
音
訳
し
、Ｃ
Ｄ
化
し

て
届
け
て
い
る
の
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
音
声

訳
会
や
ま
ぼ
う
し
の
皆
さ
ん
。

「
ほ
と
ん
ど
が
素
人
ば
か
り
で
、

何
も
か
も
が
手
探
り
の
状
態
。

最
初
は
、
録
音
さ
れ
た
自
分
の

声
を
聞
く
の
も
恥
ず
か
し
か
っ

た
。本
格
的
な
研
修
を
受
け
た

の
は
、
も
う
録
音
し
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ
の
時

期
で
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
４
年
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
っ
た
音
訳
者
募
集
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
音

訳
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
お
話
を
伺
う
と
、

「
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
読
み

方
や
表
現
な
ど
を
工
夫
し
な
が

ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。と
て
も

勉
強
に
な
る
ん
で
す
よ
、
言
葉

と
か
、
漢
字
と
か
。音
訳
を
始
め

て
か
ら
、
辞
書
を
引
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
し
。あ
と
、
実
際
に

聞
い
て
い
た
だ
い
た
視
覚
に
障

が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
、
一
番
た
め
に
な

り
ま
す
」と
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
音
訳
の
た
め
、
日
々
精
進
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　

実
際
の
ご
苦
労
な
ど
に
つ
い

て
は
、「
目
で
見
れ
ば
わ
か
る
も

の
で
も
、
言
葉
だ
け
で
伝
え
る

の
は
、
と
て
も
難
し
い
で
す
ね
。

文
章
も
、
た
だ
読
ん
で
る
だ
け

で
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
し
。あ
と
、

肉
体
的
に
は
、
目
が
疲
れ
た
り
、

録
音
時
に
は
空
調
が
使
え
な
い

の
で
、
暑
さ
や
寒
さ
に
耐
え
た

り
…
そ
れ
で
も
、
何
と
か
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ピ
ッ
タ
リ
の
表
現

や
言
葉
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に

は
、
感
動
す
る
ぐ
ら
い
嬉
し
い

で
す
。だ
か
ら
、
大
変
で
す
け

ど
、
苦
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
心
強
い
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、音
訳
を
通
じ
て
、視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
と
触
れ

合
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
知
ら
な

い
こ
と
や
思
い
違
い
も
多
く
、

世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。こ
ち

ら
が
手
を
差
し
伸
べ
て
る
つ
も

り
で
も
、
逆
に
元
気
を
も
ら
う

こ
と
の
方
が
多
い
で
す
ね
。本

当
に
知
り
合
え
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
」と
の
こ
と
で
、
理
想

的
な
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、「
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
人
で
、
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
存
在

自
体
を
ご
存
じ
な
い
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。で

き
る
だ
け
多
く
の
人
に
聞
い
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
か

ら
で
も
、
ご
紹
介
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
」と
の
こ
と
で
し
た
。

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
と
楽
し
さ

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
か
ら
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う

に
情
報
を
受
け
た
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
何
と
か
で
き
な
い
も

の
か
と
、
市
な
ど
と
相
談
を
行

い
ま
し
た
が
、
音
声
訳
を
や
っ

て
い
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、自
分
た
ち
で
や
っ

て
み
よ
う
と
、
募
集
を
か
け
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
人
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た

の
で
、
ま
ず
は
、
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
た
ち
の
気
持
ち
を
、

音
声
訳
の
奉
仕
員
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
多
く

の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
通
じ
て
、
私
た
ち
全

員
が
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
に
対
す
る
情
報
提
供
は
、

絶
対
に
必
要
な
ん
だ
と
い
う
思

い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
技
術
的
に
も
大
き

く
進
歩
し
、
と
て
も
す
ば
ら
し

い
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に
聞
い

て
い
た
だ
い
て
、
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＮＰＯ法人ふれあいステーション　音声訳会やまぼうし

ＮＰＯ法人ふれあいステーション
理事　黒田　克明さん
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２人１組での録音風景。神経を使います。

編成会議では、それぞれの疑問点を話し合います

この日は、１２月号の編成会議のために集合。前列左が理事長の平井さん。前列右は、視覚に障がいがあり、いろいろなアドバイスなどを行う尾首さん。

毎
月
、雲
仙
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

本
当
に
必
要
と

す
る
人
に
届
け
た
い

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い

音
声
訳
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

や
ま
ぼ
う
し
の
皆
さ
ん

が
、広
報
う
ん
ぜ
ん
な
ど
を

音
訳
し
、録
音
し
た
Ｃ
Ｄ

を
、視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

皆
さ
ん
に
無
料
で
送
付
し

て
い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
市

の
情
報
が
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、一
度
聞
い
て
み

ま
せ
ん
か
。希
望
す
る
人

は
、
福
祉
課

障
害
福
祉
班

（
☎
36-

２
５

０
０
）ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

一
緒
に
音
声
訳
を
し
て

い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
研
修

な
ど
も
行
い
ま
す
の
で
、

未
経
験
者
で
も
大
歓
迎
で

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

ぜ
ひ
一
度
、
福
祉
課
障
害

福
祉
班（
☎
36-

２
５
０
０
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

４
年
前
、
私
も
皆
さ
ん
と

一
緒
に
音
訳
の
研
修
を
受
け

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。音
訳

と
は
、広
報
紙
を
読
み
、録
音

す
る
だ
け
の
作
業
だ
と
、
安

易
に
考
え
て
い
た
自
分
が
恥

ず
か
し
い
く
ら
い
、
奥
深
い

も
の
で
し
た
。言
葉
だ
け
で
、

写
真
の
説
明
を
す
る
の
は
、

想
像
以
上
に
大
変
な
作
業
で

す
。「
や
ま
ぼ
う
し
」の
皆
さ
ん

は
、
と
に
か
く
わ
か
り
や
す

く
伝
え
た
い
、
と
の
思
い
で

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。そ
の
姿
勢
か
ら
、「
常

に
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考

え
る
」と
い
う
、
福
祉
の
原
点

の
よ
う
な
も
の
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
こ
と
を

１
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ

て
い
た
だ
き
、
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
に
聞
い
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
者
か
ら
も
一
言

市民福祉部
福祉課
柴崎　由美子　係長

音
声
訳
に
よ
る
情
報
提
供
は
、絶
対
に
必
要

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
皆
さ

ん
の
た
め
に
、「
広
報
う
ん
ぜ

ん
」
な
ど
を
音
訳
し
、Ｃ
Ｄ
化
し

て
届
け
て
い
る
の
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
音
声

訳
会
や
ま
ぼ
う
し
の
皆
さ
ん
。

「
ほ
と
ん
ど
が
素
人
ば
か
り
で
、

何
も
か
も
が
手
探
り
の
状
態
。

最
初
は
、
録
音
さ
れ
た
自
分
の

声
を
聞
く
の
も
恥
ず
か
し
か
っ

た
。本
格
的
な
研
修
を
受
け
た

の
は
、
も
う
録
音
し
な
い
と
い

け
な
い
と
い
う
ギ
リ
ギ
リ
の
時

期
で
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
４
年
前
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

行
っ
た
音
訳
者
募
集
に
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
音

訳
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
お
話
を
伺
う
と
、

「
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
読
み

方
や
表
現
な
ど
を
工
夫
し
な
が

ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。と
て
も

勉
強
に
な
る
ん
で
す
よ
、
言
葉

と
か
、
漢
字
と
か
。音
訳
を
始
め

て
か
ら
、
辞
書
を
引
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
し
。あ
と
、
実
際
に

聞
い
て
い
た
だ
い
た
視
覚
に
障

が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
、
一
番
た
め
に
な

り
ま
す
」と
、
よ
り
わ
か
り
や
す

い
音
訳
の
た
め
、
日
々
精
進
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　

実
際
の
ご
苦
労
な
ど
に
つ
い

て
は
、「
目
で
見
れ
ば
わ
か
る
も

の
で
も
、
言
葉
だ
け
で
伝
え
る

の
は
、
と
て
も
難
し
い
で
す
ね
。

文
章
も
、
た
だ
読
ん
で
る
だ
け

で
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
し
。あ
と
、

肉
体
的
に
は
、
目
が
疲
れ
た
り
、

録
音
時
に
は
空
調
が
使
え
な
い

の
で
、
暑
さ
や
寒
さ
に
耐
え
た

り
…
そ
れ
で
も
、
何
と
か
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ピ
ッ
タ
リ
の
表
現

や
言
葉
が
見
つ
か
っ
た
と
き
に

は
、
感
動
す
る
ぐ
ら
い
嬉
し
い

で
す
。だ
か
ら
、
大
変
で
す
け

ど
、
苦
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
」
と
心
強
い
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、音
訳
を
通
じ
て
、視

覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
と
触
れ

合
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
知
ら
な

い
こ
と
や
思
い
違
い
も
多
く
、

世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。こ
ち

ら
が
手
を
差
し
伸
べ
て
る
つ
も

り
で
も
、
逆
に
元
気
を
も
ら
う

こ
と
の
方
が
多
い
で
す
ね
。本

当
に
知
り
合
え
て
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
」と
の
こ
と
で
、
理
想

的
な
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、「
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
人
で
、
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
存
在

自
体
を
ご
存
じ
な
い
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。で

き
る
だ
け
多
く
の
人
に
聞
い
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
お
知
り
合
い
か

ら
で
も
、
ご
紹
介
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
」と
の
こ
と
で
し
た
。

言
葉
で
伝
え
る
こ
と
の
難
し
さ
と
楽
し
さ

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
た

ち
か
ら
、
健
常
者
と
同
じ
よ
う

に
情
報
を
受
け
た
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
何
と
か
で
き
な
い
も

の
か
と
、
市
な
ど
と
相
談
を
行

い
ま
し
た
が
、
音
声
訳
を
や
っ

て
い
る
人
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
な
ら
ば
、自
分
た
ち
で
や
っ

て
み
よ
う
と
、
募
集
を
か
け
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
人
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た

の
で
、
ま
ず
は
、
視
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
た
ち
の
気
持
ち
を
、

音
声
訳
の
奉
仕
員
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
多
く

の
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
通
じ
て
、
私
た
ち
全

員
が
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る

人
た
ち
に
対
す
る
情
報
提
供
は
、

絶
対
に
必
要
な
ん
だ
と
い
う
思

い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
技
術
的
に
も
大
き

く
進
歩
し
、
と
て
も
す
ば
ら
し

い
も
の
が
で
き
あ
が
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に
聞
い

て
い
た
だ
い
て
、
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＮＰＯ法人ふれあいステーション　音声訳会やまぼうし

ＮＰＯ法人ふれあいステーション
理事　黒田　克明さん
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【人命救助功労】
　吉岡　靖彦（千々石町）
　平野　竜磨（千々石町）
　中田　翼（小浜町）
【徳行功労】
　金澤　一（川棚町）
　島原雲仙農業協同組合
　全国共済農業協同組合
　　　　　連合会長崎県本部
【地方自治功労】
　馬場　惠介（小浜町）
　遠藤　家持（国見町）
　本多　重忠（吾妻町）
　草野　秀司（小浜町）
【社会福祉功労】
　西岡　紘子（国見町）
　米田　敏孝（国見町）
　島田　孝明（吾妻町）
　佐々木　智子（吾妻町）
　長谷川　廣（吾妻町）

　小無田　さゆり（愛野町）
　山口　幸春（千々石町）
　小原　日吉（小浜町）
　草野　勝子（小浜町）
　進藤　住雄（小浜町）
　野口　邦夫（小浜町）
　永田　秀穂（国見町）
　南里　努（国見町）
　永田　信子（国見町）
　堺　光憲（国見町）
　岡田　一郁（南串山町）
　豊島　安孝（南串山町）
【産業功労】
　酒井　八洲仁（国見町）
　株式会社　長崎清水（吾妻町）
　久山　つや子（国見町）
　山田原土地改良区（吾妻町）
　池田　進・功（愛野町）
　吉田　良一・美恵子（吾妻町）
　緒方　秀雄（南串山町）

【教育文化功労】
　津田　和司（小浜町）
　本多　幸成（吾妻町）
　池永　光（南串山町）
【保健･環境功労】
　雲仙市食生活改善推進員
　　　　連絡協議会吾妻支部
【消防功労】
　川上　清記（小浜町）
　藤本　淳次郎（国見町）
　坂本　博（瑞穂町）
　前田　悟（吾妻町）
　西山　八郎（愛野町）
　石本　茂美（千々石町）
　中村　篤（小浜町）
　渡部　義明（南串山町）
　大石　靖広（吾妻町）
　本多　善彦（小浜町）
　森田　正明（小浜町）
　増田　壽夫（南串山町）

【特別賞】
　栗原　李奈（国見町）
　中村　菜那（千々石町）
　竹下　俊輝（南串山町）
　山﨑　正剛（南串山町）
　和田　智文（南串山町）
　山本　杏里（国見町）
　七條　貴哉（愛野町）
　佐藤　久美子（愛野町）
　神谷　睦夫（千々石町）
　岩里　潤慈（瑞穂町）
　大久保　舞（吾妻町）
　小浜少年ソフト
　千々石中学校
　　　「豆腐ＴＯＨＵ」チーム
　小浜中学校吹奏楽部
　勤労障がい者長崎打楽団
　　　　　　　　　瑞宝太鼓

おめでとうございます
　平成22年雲仙市表彰式が12月12日、吾妻町ふるさと会館において行われました。今回は、合併前
も含めて、各分野で特に功労並びに功績があった2組54人、8団体、1企業に表彰状と記念品が渡され
ました。
　各被表彰者は下記のとおりです。

● 広報うんぜん
平成23年1月20



定員適正化計画により、職員数の削減を図った。
　平成２０年度退職職員２４人
　平成２１年度新規採用職員５人（※）

※新規採用職員３人、教職員（指導主事）２人

みんなでつくるまちづくり 快適で住みよい暮らしづくり

笑顔いっぱいの健康と福祉づくり 力強い産業と仕事づくり

新しい観光・交流による活力づくり 明日を担う人づくりと
誇りあるふるさとづくり

○市職員数（人事課）

○説明

○急傾斜地崩壊対策事業整備率（道路河川課）

○重度障がい者住宅改修のための補助給付率（福祉課） ○認定農業者数（農林水産課）

○雲仙市愛野～諫早市森山間の整備（監理課） ○図書貸出冊数（生涯学習課）

基本方針 基本方針

基本方針 基本方針

基本方針 基本方針

基準値（H18）
単位：人

実績値（H19）
実績値（H20）

目標値（H23）

490

480

457

実績値（H21） 438

420

崩壊危険箇所１３７箇所中の崩壊対策施設整備済地区数は、次
のとおり。
○平成１８年度 ２６箇所（19.0％）○平成１９年度 ２７箇所（19.7％）
○平成２０年度 ２９箇所（21.2％）○平成２１年度 ２９箇所（21.2％）

○説明

基準値（H18）
単位：％

実績値（H19）
実績値（H20）

目標値（H23）

19.0

19.7

21.2

実績値（H21） 21.2

22.6

介護補助対象者と重度障がい者の大規模な住宅改修について、
県の制度を活用して改修費の一部を助成した。
（重度障がい者：要望件数２件）

※補助給付率＝補助をした件数/住宅改修の要望件数×１００

○説明

基準値（H18）
単位：％

実績値（H19）
実績値（H20）

目標値（H23）

50

0

100

実績値（H21） 100

100

目標達成！

各地区の認定農業者協議会の活動支援や雲仙市担い手育成総
合支援協議会の活動を通じて、担い手農家の経営能力や技術向
上を図った。平成２１年度は、新規認定者数１７人となった。

○説明

基準値（H18）
単位：人

実績値（H19）
実績値（H20）

目標値（H23）

851

924

983

実績値（H21） 1,000

1,158

目標達成！

平成１８年に調査区間指定であった愛野森山バイパスは、平成１９
年に整備区間指定を経て、目標達成となった。平成１９年度から測
量を実施し、平成２０年からは橋台にかかる工事が開始となった。
平成２１年度においては、橋脚工事等の進捗とともに、未契約用地
の解消に努めた。

○説明

基準値（H18）
実績値（H19）
実績値（H20）

目標値（H23）

調査区間（計画）→整備区間指定
測量実施着工
用地買収・橋台工事

実績値（H21）用地買収・橋脚工事・架設道工事
整備率８０％

平成２１年３月からの、図書館と市内６図書室を結ぶオンラインシス
テム本格稼動等により、市民がより利用しやすい図書施設となり、平
成２１年度は、貸出冊数が増加した。

○説明

基準値（H18）
単位：冊/年

実績値（H19）
実績値（H20）

目標値（H23）

112,998

138,875

135,248

実績値（H21） 150,629

200,000

総合計画の６つの基本方針ごとに、数値目標の中から主な施策の進捗状況について、抜粋してお知らせし
ます。

政策企画課（☎３８-３１１１）問

雲仙市総合計画 平成２１年度主な施策の進捗状況お知らせ④
UNZEN CITY COMPREHENSIVE PLAN
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まちの話題
夏の暑さに耐え、咲き誇る
　昨年12月に富山県南砺市から雲仙市に寄贈され
たこの地では珍しい、色とりどりのスプレー菊が、
11月中旬から下旬にかけて見事に開花しました。
　この菊は、東京上野動物園で展示されたもので、
NGOすてきな街づくり協会の上坂会長と長崎県東
京事務所の山本奉彦氏（千々石町出身）の仲介で、
雲仙市の町おこしに一役をと提供されました。
　ボランティアの手で丁寧に植栽され、大切に育
てられた花は、市役所横市道沿い、吾妻町湯田川
通内線沿い、湯田川河川敷などに色鮮やかに顔を
のぞかせ、通る人々をあたたかく見守りました。

交流を通じて、問題を共有
　11月20日、視覚に障がいのある人やその家族、
民生委員、ボランティアなど約60人が参加し、
千々石総合支所で交流会が行われました。
　交流会では、レクレーション、障がいのある人と
家族の体験談、視覚に障がいのある人を対象にした
各種サービスの紹介、グループに分かれ懇談会など
が行われました。
　参加した障がいのある人からは、「日ごろ、地域
の人と交流する機会が少ないので、参加して良かっ
た。」、家族からは、「地域での視覚障がいに対する
偏見が根強く、障がいに対する理解が必要。」など
の意見が出されました。

きれいに形が整えられ、美しく咲きました

まずはお手玉遊びでリラックス

雲仙市と諫早市をつなぐ道です。島原鉄道と国道を跨ぎます。

干拓堤防道路吾妻陸橋
　10月15日から26日まで吾妻町地区に公募した、
諫早湾干拓堤防道路島鉄国道跨橋の名称が、81件
の公募の中から厳正に審査された結果、「干拓堤防
道路吾妻陸橋」に決まりました。
　公募された皆さん、ありがとうございました。

園児たちから元気をもらいました

みんなで協力して過ごした4日間でした

↑学校から戻っ
　てみんなで
　勉強

食事も自分たちで作りました

お仕事がんばって
　勤労感謝の日を前にした11月19
日、小さき花の幼稚園の年長組24
人の皆さんが、愛野総合支所を訪れ
ました。
　寒い日でしたが、園児たちは、ず
っと練習してきたマーチングを元気
に披露し、職員を激励しました。
　最後に、園児の代表から職員へ
「お仕事がんばってください」と書
かれた手作りの感謝状と折り紙で作
ったカラフルなレイが贈られました。

　瑞穂町の大正小学校3年生～6年生の20人が、11月9日～12日の3泊4日間、「公民館から学校へ行こう!!」に参
加しました。これは、家庭から離れ、高田公民館に寝泊りし、親に甘えず自立し、友達と協力しながら基本的生
活体験を身につけることを目的に行われました。
　指導に当たったのは、中峰富男さんら地域ボランティアの4人。
　子どもたちは、毎日、公民館から学校へ通い、食事の材料の買い出しや準備、片付け、掃除など生活体験をし
たり、お風呂は近くの家で「もらい湯」をするなど、地域とつながる体験をしたりしました。
　とてもいきいきと楽しく活動し、最終日には「もっと泊まりたかった！」という声が上がるなど、大好評でし
た。みんな、4日間よくがんばりましたね。

家から離れ、自分たちで生活

● 広報うんぜん
平成23年1月22



まちの話題
夏の暑さに耐え、咲き誇る
　昨年12月に富山県南砺市から雲仙市に寄贈され
たこの地では珍しい、色とりどりのスプレー菊が、
11月中旬から下旬にかけて見事に開花しました。
　この菊は、東京上野動物園で展示されたもので、
NGOすてきな街づくり協会の上坂会長と長崎県東
京事務所の山本奉彦氏（千々石町出身）の仲介で、
雲仙市の町おこしに一役をと提供されました。
　ボランティアの手で丁寧に植栽され、大切に育
てられた花は、市役所横市道沿い、吾妻町湯田川
通内線沿い、湯田川河川敷などに色鮮やかに顔を
のぞかせ、通る人々をあたたかく見守りました。

交流を通じて、問題を共有
　11月20日、視覚に障がいのある人やその家族、
民生委員、ボランティアなど約60人が参加し、
千々石総合支所で交流会が行われました。
　交流会では、レクレーション、障がいのある人と
家族の体験談、視覚に障がいのある人を対象にした
各種サービスの紹介、グループに分かれ懇談会など
が行われました。
　参加した障がいのある人からは、「日ごろ、地域
の人と交流する機会が少ないので、参加して良かっ
た。」、家族からは、「地域での視覚障がいに対する
偏見が根強く、障がいに対する理解が必要。」など
の意見が出されました。

きれいに形が整えられ、美しく咲きました

まずはお手玉遊びでリラックス

雲仙市と諫早市をつなぐ道です。島原鉄道と国道を跨ぎます。

干拓堤防道路吾妻陸橋
　10月15日から26日まで吾妻町地区に公募した、
諫早湾干拓堤防道路島鉄国道跨橋の名称が、81件
の公募の中から厳正に審査された結果、「干拓堤防
道路吾妻陸橋」に決まりました。
　公募された皆さん、ありがとうございました。

園児たちから元気をもらいました

みんなで協力して過ごした4日間でした

↑学校から戻っ
　てみんなで
　勉強

食事も自分たちで作りました

お仕事がんばって
　勤労感謝の日を前にした11月19
日、小さき花の幼稚園の年長組24
人の皆さんが、愛野総合支所を訪れ
ました。
　寒い日でしたが、園児たちは、ず
っと練習してきたマーチングを元気
に披露し、職員を激励しました。
　最後に、園児の代表から職員へ
「お仕事がんばってください」と書
かれた手作りの感謝状と折り紙で作
ったカラフルなレイが贈られました。

　瑞穂町の大正小学校3年生～6年生の20人が、11月9日～12日の3泊4日間、「公民館から学校へ行こう!!」に参
加しました。これは、家庭から離れ、高田公民館に寝泊りし、親に甘えず自立し、友達と協力しながら基本的生
活体験を身につけることを目的に行われました。
　指導に当たったのは、中峰富男さんら地域ボランティアの4人。
　子どもたちは、毎日、公民館から学校へ通い、食事の材料の買い出しや準備、片付け、掃除など生活体験をし
たり、お風呂は近くの家で「もらい湯」をするなど、地域とつながる体験をしたりしました。
　とてもいきいきと楽しく活動し、最終日には「もっと泊まりたかった！」という声が上がるなど、大好評でし
た。みんな、4日間よくがんばりましたね。

家から離れ、自分たちで生活
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０

成人の歯は、親知らずを除いて
２８本あります。
０～５本の歯では、柔らかいもの
しか食べられないため、必要な栄
養が、十分取れません。
６～１７本の歯では、よく噛め
ず、食べ物を丸飲みしてしまい、
食べすぎの原因になってしまうこ
とがあります。
２０本以上の歯があれば、しっか
り噛むことができるので、ほとん
どの食べ物を、おいしく食べるこ
とができます。
いつまでもおいしいものを食べ

続けられるように、「８０２０運動」※

を推奨しています。まずは、食後
の歯みがきや定期検診を受けるこ
とで、元気な歯を保ちましょう。
※「８０２０運動」とは、８０歳で自分
の歯を２０本以上保とうという運
動のことです。

市民窓口課　市民生活班（☎38-3111）問

◎相談は無料で、秘密は固く守られます。
お気軽にご相談ください。

各種相談案内

■行政相談（相談員：行政相談委員）
～国の行政機関などの業務への苦情、
　　　　　　　相談、要望はありませんか～
相 稲本委員 ９：００～１２：００時

国見総合福祉センター所
１月１７日（月）、２月７日（月）日

相 城委員 ９：００～１２：００時
瑞穂町公民館所
１月１１日（火）、２月８日（火）日

■人権擁護委員による「よろず相談所」
（相談員：人権擁護委員）

■遺言・契約等法律相談所（相談員：公証人）

～家庭内のもめごとや近所とのトラブルなど、
　　　　　悩みや心配ごとははありませんか～

※相談日前日までに、予約が必要です

相 国見・瑞穂地区人権擁護委員

消費カロリーが液晶パネルの
「画像」でも確認できるので、
より楽しんでご利用いただけます！

「筋トレ」ではなく、「ストレッチ」
感覚でのご利用でも効果アリです！

９：００～１２：００時

９：００～１２：００時

国見農村環境改善センター所
２月１０日（木）日

相 公証人　林　久義

１３：００～１６：００時
愛野町公民館所
１月１１日（火）日

相 …相談員 …日にち
…場所 …時間時所

日

相 千々石・小浜・南串山地区人権擁護委員
南串山町保健福祉センター所
１月１３日（木）日

相 荒木委員 １３：３０～１６：００時
吾妻老人憩の家所
１月１２日（水）、２月９日（水）日

相 田尻委員 １３：３０～１６：００時
愛野保健福祉センター所
１月２１日（金）、２月１８日（金）日

相 八尋委員 １３：００～１６：００時
千々石総合支所相談室所
１月１１日（火）、２月８日（火）日

相 中村委員 １３：００～１６：００時
小浜総合支所２階第２会議室所
１月１２日（水）、２月２日（水）日

相 茂委員 １３：００～１５：００時
南串山総合支所別館第１会議室所
１月１２日（水）、２月９日（水）日

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

①
レ
ッ
グ
カ
ー
ル
＆

　
　
　

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン（
左
）

②
ラ
ッ
ト
プ
ル
マ
シ
ン（
右
）
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康
健 う

ん
ぜん

21推進

医療機関で受診する、特定健診とがん検診の個別健診

受診期限は1月31日まで！
特定健診は無料。
がん検診は、検診の種類により異なります。

　自分の健康のため、家族のためにも、まだ受診していない人は受診しましょう。
　受診の際には、事前に南高医師会の医療機関に電話で予約してください。

※詳しくは、6月に配布した
　「平成22年度雲仙市健診のお知らせ」などをご覧ください。

　もうすでに健診を受診した人は、コレステロールは大丈夫でしたか？
　コレステロールには、「悪玉コレステロール」と呼ばれるLDLコレステロールと「善玉コレステロール」
と呼ばれるHDLコレステロールの２種類があります。
　LDLコレステロールが高かったり、HDLコレステロールが低かったりすると、動脈硬化が進む危険があ
ります。次の「原因」のような食事のとり方や習慣に心当たりのある人は、「対策」を参考にして、正常な
数値を目指しましょう。

【特定健診】 市民窓口課　国保年金班（☎38-3111）
【がん検診】 健康づくり課（☎38-3111）問

が高い人

が低い人

健康づくり課（☎38-3111）問

HDLが低い原因
◆肉類や卵を食べない

◆運動不足

対　策
◆それぞれ、週に3回程度食べる

◆ウォーキングなどの有酸素運動をする

LDLが高い原因
◆肉に対して、魚や大豆類が少ない

◆卵が週に4個以上

◆洋菓子や牛乳が多い

◆緑黄色野菜と海藻が、味噌汁の具で食べる
　程度と少ない

対　策
◆肉を減らし、魚を週に5切れ、大豆類を1日2回
　食べる

◆週に3個程度に減らす

◆和菓子に替え、牛乳は1日200mlまでに減らす

◆毎食、生なら両手いっぱい、ゆでたものなら
　片手いっぱいの野菜を食べる
　（うち、半分は緑黄色野菜にする）

25● 広報うんぜん
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健 康 が い ち1月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

◎子ども支援課　☎36－2500

♥の献血にご協力ください愛
Ｑ　献血の針は、細くできないの？

Ａ　刺しても痛くないという細い針もあり
　　ます。しかし、献血で使用しているく
　　らいの太さがなければ、採血にかかる
　　時間が長くなり、血液が凝固したり、
　　血球が痛む恐れがあります。そのため、
　　献血では太い針を使用します。

《チッチのQ＆A》

「はたちの献血」キャンペーン 1月1日～2月28日
献血者が減少しがちな冬期に、新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、
広く献血に関する理解と協力を求めています。

すてきな愛 の贈り物…

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
野菜漬け力

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会瑞穂支部

材料 作り方
きゅうり、にんじん、
大根、かぶ　など
お好みの野菜 ……………1㎏
砂糖 ……………………250g
塩 …………………………60g
酢 ………………………60cc
酒 ………………………90cc
赤唐辛子 ………………適宜

材料となる野菜を、１㎝角で５㎝ぐらいの長さ
のスティック状に切る。
切った野菜とＡの調味料を混ぜ合わせる。
水気が出てきたら、タッパーなどに移して、冷
蔵庫で保存する。

①

②
③

〈１人分の栄養価〉
　塩分：1.2g（2切れ程度）

Ａ

※お酒を入れることで、減塩
になります。箸休めなどに、
いかがですか。

今が旬～大根～
今回の野菜漬けに使ってもおいしい「大根」は、
冬に旬を迎えます。大根には、でんぷんの消化酵
素である『ジアスターゼ』が、たっぷり含まれてい
ます。したがって、日本の食卓によく見られる「ご
はんにたくあん」や「おもちに大根おろし」という
組み合わせは、とても理にかなっているのです。

健康づくり課では、成人を対象に健康講座
を開いています。
国見町の馬場第１いきいきサロンでは、『高

齢者のうつ予防紙芝居』と『歯の健康』につい
て講話をしました。

　各種団体から数名のグループまで、内容に応じて保健師、栄養士、
運動指導士などが出張して講座を開きます。お気軽にご利用ください。
　お申し込みは、健康づくり課（☎３８-３１１１）まで、ご連絡ください。
　※講座メニューは、広報うんぜん１０月号をご覧ください。

健康うんぜん２１を推進します
（毎月１９日は、食育の日です）

健康づくり課（☎３８-３１１１）問

康
健 う

ん
ぜん

21推進

申し込みは、随時
受け付けとるばい
ミニ講座ば、受けて
みんね！

● 広報うんぜん
平成23年1月26



健 康 が い ち1月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

◎子ども支援課　☎36－2500

♥の献血にご協力ください愛
Ｑ　献血の針は、細くできないの？

Ａ　刺しても痛くないという細い針もあり
　　ます。しかし、献血で使用しているく
　　らいの太さがなければ、採血にかかる
　　時間が長くなり、血液が凝固したり、
　　血球が痛む恐れがあります。そのため、
　　献血では太い針を使用します。

《チッチのQ＆A》

「はたちの献血」キャンペーン 1月1日～2月28日
献血者が減少しがちな冬期に、新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心に、
広く献血に関する理解と協力を求めています。

すてきな愛 の贈り物…

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
野菜漬け力

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会瑞穂支部

材料 作り方
きゅうり、にんじん、
大根、かぶ　など
お好みの野菜 ……………1㎏
砂糖 ……………………250g
塩 …………………………60g
酢 ………………………60cc
酒 ………………………90cc
赤唐辛子 ………………適宜

材料となる野菜を、１㎝角で５㎝ぐらいの長さ
のスティック状に切る。
切った野菜とＡの調味料を混ぜ合わせる。
水気が出てきたら、タッパーなどに移して、冷
蔵庫で保存する。

①

②
③

〈１人分の栄養価〉
　塩分：1.2g（2切れ程度）

Ａ

※お酒を入れることで、減塩
になります。箸休めなどに、
いかがですか。

今が旬～大根～
今回の野菜漬けに使ってもおいしい「大根」は、
冬に旬を迎えます。大根には、でんぷんの消化酵
素である『ジアスターゼ』が、たっぷり含まれてい
ます。したがって、日本の食卓によく見られる「ご
はんにたくあん」や「おもちに大根おろし」という
組み合わせは、とても理にかなっているのです。

健康づくり課では、成人を対象に健康講座
を開いています。
国見町の馬場第１いきいきサロンでは、『高

齢者のうつ予防紙芝居』と『歯の健康』につい
て講話をしました。

　各種団体から数名のグループまで、内容に応じて保健師、栄養士、
運動指導士などが出張して講座を開きます。お気軽にご利用ください。
　お申し込みは、健康づくり課（☎３８-３１１１）まで、ご連絡ください。
　※講座メニューは、広報うんぜん１０月号をご覧ください。

健康うんぜん２１を推進します
（毎月１９日は、食育の日です）

健康づくり課（☎３８-３１１１）問

康
健 う

ん
ぜん

21推進

申し込みは、随時
受け付けとるばい
ミニ講座ば、受けて
みんね！

母子保健事業
事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

愛野・千々石
(午前）１歳未満（H22年1月～8月生）

5日(水)
 9：30～10：30

千々石保健センター
(午後）Ｈ22年9月生 13：30～13：45

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満（H22年1月～8月生）

7日(金)
 9：30～10：30

瑞穂町公民館
(午後）Ｈ22年9月生 13：30～13：45

小浜･南串山
(午前）１歳未満（H22年1月～8月生）

12日(水)
 9：30～10：30

南串山保健福祉センター
(午後）Ｈ22年9月生 13：30～13：45

国 見
(午前）１歳未満（H22年1月～8月生）

13日(木)
 9：30～10：30

国見農村環境改善センター
(午後）Ｈ22年9月生 13：30～13：45

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満（H22年2月～9月生） 2月1日

(火)
 9：30～10：30

吾妻保健センター
(午後）Ｈ22年10月生 13：30～13：45

国 見
(午前）１歳未満（H22年2月～9月生） 2月3日

(木)
 9：30～10：30

国見農村環境改善センター
(午後）Ｈ22年10月生 13：30～13：45

３歳児
健康診査

小浜･南串山 Ｈ19年6月～7月生 14日(金) 13：00～13：15 小浜老人福祉センター

国 見 Ｈ19年6月～7月生 21日(金) 13：00～13：15 国見農村環境改善センター

愛野・千々石 Ｈ19年5月～7月生 26日(水) 13：00～13：15 千々石保健センター

瑞 穂・吾 妻 Ｈ19年6月～7月生 28日(金) 13：00～13：15 瑞穂町公民館

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。
☆赤ちゃん健康相談（午後）、3歳児健康診査の対象者には子ども支援課から通知します。

2月の実施予定
　※1月の献血の予定はありません
日付 地区 時　間 場　所

2月3日(木) 小浜 13:00～16:00 小浜総合支所

2月7日(月) 瑞穂 9:00～11:30 瑞穂総合支所

☆場所・時間などが変更になる場合もあります。

27● 広報うんぜん
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■応募方法■

P R E S E N T S  読者プレゼント
雲仙ブランド認定

瑞穂産牡蠣（約２㎏）を４人に
プレゼント！
　諫早湾で養殖された瑞穂産の牡蠣は、生育がよく、大型
で、身入りがよいのが特徴です。種苗には、産地が明確な国
内産のみを使用し、出荷時に紫外線殺菌による滅菌作業を行
うことで、安全な商品を提供しています。
　この「瑞穂産牡蠣（約２㎏）」を、ハガキをいただいた人
の中から抽選で、４人にプレゼントします。

　ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜ
んへのご意見・ご感想や取り上げて欲しい記事・話題、身
近に起こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください
（１人１通まで）。応募締切は、１月２０日（木）当日消印有
効です。なお、当選の発表は、商品の発送をもって代えさせ
ていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名７１４番地
　政策企画課　広報班
　「読者プレゼント」係

■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎38-3111）

■商品に関する問い合わせ
　瑞穂漁業協同組合
　〒８５９-１２０１
　雲仙市瑞穂町西郷庚４９６-１
　☎０９５７-７７-３１３９

皆さんからのお便りをお待ちしています

皆さんからいただいたご意見を紹介します

※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のた
めに商品取り扱い事業者に提供しますので、あら
かじめご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の
対象となりませんので、ご注意ください。

　

う
ち
の
近
所
で
は
、
イ
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シ
シ

が
出
没
し
ま
す
。米
や
さ
つ
ま
い

も
な
ど
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
し
て

し
ま
い
、（
数
も
）
年
々
増
加
し
て

い
る
よ
う
で
す
。そ
の
う
ち
人
間

に
も
、
襲
い
か
か
っ
て
こ
な
い
か

心
配
で
す
。学
校
帰
り
は
暗
い
の

で
、
突
然
出
て
き
た
と
き
、
柔
道
の

技
で
対
抗
で
き
る
か
な
ぁ
…

（
柔
道
一
直
線　

16
歳
男
性
）

―
野
生
の
動
物
な
ど
は
、
と
て
も

危
険
で
す
。見
か
け
て
も
、
む
や
み

に
刺
激
し
た
り
、
え
さ
を
与
え
た

り
せ
ず
、
近
く
の
民
家
や
市
役
所

な
ど
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◆

　
（
広
報
う
ん
ぜ
ん
12
月
号
特
集
）

「
有
機
農
業
」
は
、
大
変
興
味
深
い

で
す
。岩
崎
さ
ん
の
「
地
域
の
伝
統

的
な
作
物
や
伝
統
食
が
重
要
」
と

の
言
葉
に
は
感
動
し
ま
し
た
。土

地
や
風
土
に
合
っ
た
野
菜
・
植
物

は
、
強
く
育
つ
で
し
ょ
う
ね
。岩
崎

さ
ん
の
野
菜
を
早
速
買
っ
て
、
贈

り
物
に
も
利
用
し
た
い
で
す
！

（
ヨ
シ
ヨ
シ　

58
歳
女
性
）

―
岩
崎
さ
ん
の
ほ
か
に
も
、
市
内

に
は
有
機
農
業
な
ど
に
取
り
組
む

人
が
、
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
。や
っ
ぱ
り
、
地
元
で
と

れ
た
も
の
を
、
そ
の
土
地
で
味
わ

う
と
い
う
の
は
、
最
高
の
ぜ
い
た

く
で
す
よ
ね
。

◆

　

先
日
、
家
族
全
員
で
雲
仙
市
産

業
ま
つ
り
に
出
か
け
ま
し
た
。大

変
楽
し
く
、
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
が
、
ハ
マ
チ
の
つ
か
み
取

り
で
、
一
般
の
部
で
は
参
加
費
が

必
要
で
し
た
。こ
れ
は
、
事
前
に
配

布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
は
何
も
書

か
れ
て
お
ら
ず
、無
料
だ
と
考
え
て

い
た
だ
け
に
、
少
し
残
念
で
し
た
。

事
実
と
異
な
る
印
象
を
受
け
た
の

で
、
今
後
の
チ
ラ
シ
作
成
の
際
に

は
、改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
指
揮
官　

19
歳
男
性
）

―
ご
来
場
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。残
念
な
思
い
を
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
は
、
チ
ラ

シ
な
ど
を
作
る
際
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
内
容
と
な
る
よ
う
、
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆

　

先
日
、
千
々
石
町
に
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。千
々
石
町
に
は
、
す

ご
く
満
足
し
て
い
ま
す
。新
鮮
な

農
産
物
が
安
く
で
手
に
入
り
、
そ

し
て
美
味
し
い
ん
で
す
!!
千
々
石

町
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
な
の
で
、
参
加
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。広
報
う
ん
ぜ

ん
で
も
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
載

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
助
か
り
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｔ　

28
歳
女
性
）

―
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ

き
ま
し
て
は
、
で
き
る
限
り
、
こ
の

広
報
う
ん
ぜ
ん
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆

　

３
月
で
定
年
に
な
り
、
は
や
１

年
が
過
ぎ
ま
す
。８
月
の
健
康
診

断
の
結
果
で
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
多
い
と
言
わ
れ
、
心
機

一
転
、
夕
飯
後
１
時
間
歩
き
始
め

ま
し
た
。歩
い
た
後
の
気
持
ち
い

い
事
。寒
く
て
冷
た
い
風
の
時
は

や
め
よ
う
と
思
い
な
が
ら
、「
で

も
」
と
歩
い
た
後
の
す
が
す
が
し

い
事
。体
調
に
合
わ
せ
な
が
ら
続

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
ト
ッ
コ
ち
ゃ
ん　

61
歳
女
性
）

―
「
で
も
」
と
思
え
る
の
は
、
す
ご

い
で
す
ね
。歩
い
た
後
の
気
持
ち

よ
さ
や
す
が
す
が
し
さ
が
、
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

決
し
て
無
理
を
な
さ
ら
ず
、
こ
れ

か
ら
も
楽
し
ん
で
お
続
け
く
だ
さ

い
。

◆

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
結

果
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
低

さ
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。早

期
発
見
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
ぜ

ひ
受
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｍ　

58
歳
女
性
）

―
ご
意
見
に
あ
る
と
お
り
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。健

康
で
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
自
分
の
体
の
こ

と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

◆

　
（
広
報
う
ん
ぜ
ん
の
）
歯
っ
ぴ
ぃ

劇
場
、
毎
月
読
ん
で「
あ
ー
歯
医
者

に
行
か
ん
ば
ー
」
と
思
う
毎
月
。で

も
な
か
な
か
行
け
ず
、
む
し
歯
が

ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
行
か
な

い
と
。歯
周
病
も
気
に
な
る
し
。歯

磨
き
し
な
い
と
、怖
い
病
気
に
な
る

か
も（
怖
〜
い
）。勉
強
に
な
り
ま
す
。

健
康
う
ん
ぜ
ん
21
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

か
わ
い
い
で
す
ね
。ま
だ
、
着
て
い

る
職
員
さ
ん
は
、
見
た
こ
と
な
い

で
す
。雲
仙
市
の
皆
さ
ん
が
健
康

に
な
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。（
私

も
）自
分
な
り
に
頑
張
り
ま
す
。

（
は
じ
め
マ
マ　

39
歳
女
性
）

―
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
な

か
な
か
足
が
向
か
な
い
の
が
、
歯

医
者
さ
ん
。で
も
、早
め
の
受
診
が
、

効
果
的
の
よ
う
で
す
。で
き
れ
ば
、

む
し
歯
に
な
る
前
に
、定
期
的
に
。

毎月、いただいた広報うんぜんへのご意見などの中から、広報班にて抽出
し、掲載します。プレゼントの当選とは関係ありません。
また、文章は添削する場合があります。

韓国求礼郡から、アンニョンハセヨ
姉妹都市

ト
ン
ピ
ョ
ン

ク　レ　グン

ソ
シ
チ
ョ
ン

ト
ン
ピ
ョ
ン
ジ
ェ
イ

ソ
ピ
ョ
ン
ジ
ェ
イ

ソ
マ
ン
カ
プ

ソ
ン
ジ
ン
ガ
ン

ナ
モ
ン
シ

ス
ン
チ
ョ
ン
グ
ン

コ
ク
ソ
ン
グ
ン

第
２
回 
東
便
パ
ン
ソ
リ
祭
り

10
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
、
求
礼
郡

西
施
川
一
帯
で
『
第
２
回
求
礼
東
便
パ

ン
ソ
リ
祭
り
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。求
礼

郡
は
、宋
万
甲
、パ
ク
ボ
ン
ス
ル
な
ど
の

名
唱
を
輩
出
し
た
東
便
制
パ
ン
ソ
リ
の

メ
ッ
カ
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無

形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
パ

ン
ソ
リ
の
文
化
的
価
値
を
広
く
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
ソ
リ
は
、東
便
制
、西
便
制
の
２

つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
中

で
も
東
便
制
は
、
蟾
津
江
の
東
側
の
地

域
の
名
唱
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
完
成
さ

れ
、求
礼
郡
、南
原
市
、淳
昌
郡
、谷
城
郡

な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
パ
ン
ソ
リ
は
、
韓
国
の
伝
統
的
民
俗

芸
能
で
、
１
人
の
歌
い
手
と
太
鼓
の
演

奏
者
に
よ
っ
て

奏
で
ら
れ
る
物

語
性
の
あ
る
歌

と
打
楽
器
の
演

奏
で
す
。

● 広報うんぜん
平成23年1月28



■応募方法■

P R E S E N T S  読者プレゼント
雲仙ブランド認定

瑞穂産牡蠣（約２㎏）を４人に
プレゼント！
　諫早湾で養殖された瑞穂産の牡蠣は、生育がよく、大型
で、身入りがよいのが特徴です。種苗には、産地が明確な国
内産のみを使用し、出荷時に紫外線殺菌による滅菌作業を行
うことで、安全な商品を提供しています。
　この「瑞穂産牡蠣（約２㎏）」を、ハガキをいただいた人
の中から抽選で、４人にプレゼントします。

　ハガキに、①氏名（ふりがな）、②年齢、③性別、④住所、⑤
電話番号、⑥ペンネームまたはイニシャル、⑦広報うんぜ
んへのご意見・ご感想や取り上げて欲しい記事・話題、身
近に起こった出来事などを書いて、郵送でご応募ください
（１人１通まで）。応募締切は、１月２０日（木）当日消印有
効です。なお、当選の発表は、商品の発送をもって代えさせ
ていただきます。
◎あて先
　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名７１４番地
　政策企画課　広報班
　「読者プレゼント」係

■問い合わせ　政策企画課　広報班（☎38-3111）

■商品に関する問い合わせ
　瑞穂漁業協同組合
　〒８５９-１２０１
　雲仙市瑞穂町西郷庚４９６-１
　☎０９５７-７７-３１３９

皆さんからのお便りをお待ちしています

皆さんからいただいたご意見を紹介します

※個人情報の取り扱いについては、「雲仙市個人情報
保護条例」に基づき、適正に行います。なお、当選者
の個人情報につきましては、プレゼント発送のた
めに商品取り扱い事業者に提供しますので、あら
かじめご了承ください。
※必要事項が未記入の場合には、プレゼント抽選の
対象となりませんので、ご注意ください。

　

う
ち
の
近
所
で
は
、
イ
ノ
シ
シ

が
出
没
し
ま
す
。米
や
さ
つ
ま
い

も
な
ど
、
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
し
て

し
ま
い
、（
数
も
）
年
々
増
加
し
て

い
る
よ
う
で
す
。そ
の
う
ち
人
間

に
も
、
襲
い
か
か
っ
て
こ
な
い
か

心
配
で
す
。学
校
帰
り
は
暗
い
の

で
、
突
然
出
て
き
た
と
き
、
柔
道
の

技
で
対
抗
で
き
る
か
な
ぁ
…

（
柔
道
一
直
線　

16
歳
男
性
）

―
野
生
の
動
物
な
ど
は
、
と
て
も

危
険
で
す
。見
か
け
て
も
、
む
や
み

に
刺
激
し
た
り
、
え
さ
を
与
え
た

り
せ
ず
、
近
く
の
民
家
や
市
役
所

な
ど
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◆

　
（
広
報
う
ん
ぜ
ん
12
月
号
特
集
）

「
有
機
農
業
」
は
、
大
変
興
味
深
い

で
す
。岩
崎
さ
ん
の
「
地
域
の
伝
統

的
な
作
物
や
伝
統
食
が
重
要
」
と

の
言
葉
に
は
感
動
し
ま
し
た
。土

地
や
風
土
に
合
っ
た
野
菜
・
植
物

は
、
強
く
育
つ
で
し
ょ
う
ね
。岩
崎

さ
ん
の
野
菜
を
早
速
買
っ
て
、
贈

り
物
に
も
利
用
し
た
い
で
す
！

（
ヨ
シ
ヨ
シ　

58
歳
女
性
）

―
岩
崎
さ
ん
の
ほ
か
に
も
、
市
内

に
は
有
機
農
業
な
ど
に
取
り
組
む

人
が
、
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る

よ
う
で
す
。や
っ
ぱ
り
、
地
元
で
と

れ
た
も
の
を
、
そ
の
土
地
で
味
わ

う
と
い
う
の
は
、
最
高
の
ぜ
い
た

く
で
す
よ
ね
。

◆

　

先
日
、
家
族
全
員
で
雲
仙
市
産

業
ま
つ
り
に
出
か
け
ま
し
た
。大

変
楽
し
く
、
良
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
が
、
ハ
マ
チ
の
つ
か
み
取

り
で
、
一
般
の
部
で
は
参
加
費
が

必
要
で
し
た
。こ
れ
は
、
事
前
に
配

布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
に
は
何
も
書

か
れ
て
お
ら
ず
、無
料
だ
と
考
え
て

い
た
だ
け
に
、
少
し
残
念
で
し
た
。

事
実
と
異
な
る
印
象
を
受
け
た
の

で
、
今
後
の
チ
ラ
シ
作
成
の
際
に

は
、改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
指
揮
官　

19
歳
男
性
）

―
ご
来
場
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。残
念
な
思
い
を
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
、
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。今
後
は
、
チ
ラ

シ
な
ど
を
作
る
際
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
内
容
と
な
る
よ
う
、
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆

　

先
日
、
千
々
石
町
に
引
っ
越
し

て
き
ま
し
た
。千
々
石
町
に
は
、
す

ご
く
満
足
し
て
い
ま
す
。新
鮮
な

農
産
物
が
安
く
で
手
に
入
り
、
そ

し
て
美
味
し
い
ん
で
す
!!
千
々
石

町
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。

楽
し
そ
う
な
の
で
、
参
加
し
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。広
報
う
ん
ぜ

ん
で
も
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
載

せ
て
い
た
だ
け
た
ら
助
か
り
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｔ　

28
歳
女
性
）

―
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
つ

き
ま
し
て
は
、
で
き
る
限
り
、
こ
の

広
報
う
ん
ぜ
ん
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆

　

３
月
で
定
年
に
な
り
、
は
や
１

年
が
過
ぎ
ま
す
。８
月
の
健
康
診

断
の
結
果
で
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
が
多
い
と
言
わ
れ
、
心
機

一
転
、
夕
飯
後
１
時
間
歩
き
始
め

ま
し
た
。歩
い
た
後
の
気
持
ち
い

い
事
。寒
く
て
冷
た
い
風
の
時
は

や
め
よ
う
と
思
い
な
が
ら
、「
で

も
」
と
歩
い
た
後
の
す
が
す
が
し

い
事
。体
調
に
合
わ
せ
な
が
ら
続

け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
ト
ッ
コ
ち
ゃ
ん　

61
歳
女
性
）

―
「
で
も
」
と
思
え
る
の
は
、
す
ご

い
で
す
ね
。歩
い
た
後
の
気
持
ち

よ
さ
や
す
が
す
が
し
さ
が
、
原
動

力
と
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

決
し
て
無
理
を
な
さ
ら
ず
、
こ
れ

か
ら
も
楽
し
ん
で
お
続
け
く
だ
さ

い
。

◆

　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
の
結

果
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
低

さ
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。早

期
発
見
に
も
つ
な
が
る
の
で
、
ぜ

ひ
受
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｍ　

58
歳
女
性
）

―
ご
意
見
に
あ
る
と
お
り
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。健

康
で
、
充
実
し
た
生
活
を
送
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
自
分
の
体
の
こ

と
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

◆

　
（
広
報
う
ん
ぜ
ん
の
）
歯
っ
ぴ
ぃ

劇
場
、
毎
月
読
ん
で「
あ
ー
歯
医
者

に
行
か
ん
ば
ー
」
と
思
う
毎
月
。で

も
な
か
な
か
行
け
ず
、
む
し
歯
が

ひ
ど
く
な
ら
な
い
う
ち
に
行
か
な

い
と
。歯
周
病
も
気
に
な
る
し
。歯

磨
き
し
な
い
と
、怖
い
病
気
に
な
る

か
も（
怖
〜
い
）。勉
強
に
な
り
ま
す
。

健
康
う
ん
ぜ
ん
21
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

か
わ
い
い
で
す
ね
。ま
だ
、
着
て
い

る
職
員
さ
ん
は
、
見
た
こ
と
な
い

で
す
。雲
仙
市
の
皆
さ
ん
が
健
康

に
な
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。（
私

も
）自
分
な
り
に
頑
張
り
ま
す
。

（
は
じ
め
マ
マ　

39
歳
女
性
）

―
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
な

か
な
か
足
が
向
か
な
い
の
が
、
歯

医
者
さ
ん
。で
も
、早
め
の
受
診
が
、

効
果
的
の
よ
う
で
す
。で
き
れ
ば
、

む
し
歯
に
な
る
前
に
、定
期
的
に
。

毎月、いただいた広報うんぜんへのご意見などの中から、広報班にて抽出
し、掲載します。プレゼントの当選とは関係ありません。
また、文章は添削する場合があります。

韓国求礼郡から、アンニョンハセヨ
姉妹都市

ト
ン
ピ
ョ
ン

ク　レ　グン

ソ
シ
チ
ョ
ン

ト
ン
ピ
ョ
ン
ジ
ェ
イ

ソ
ピ
ョ
ン
ジ
ェ
イ

ソ
マ
ン
カ
プ

ソ
ン
ジ
ン
ガ
ン

ナ
モ
ン
シ

ス
ン
チ
ョ
ン
グ
ン

コ
ク
ソ
ン
グ
ン

第
２
回 

東
便
パ
ン
ソ
リ
祭
り

10
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
、
求
礼
郡

西
施
川
一
帯
で
『
第
２
回
求
礼
東
便
パ

ン
ソ
リ
祭
り
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。求
礼

郡
は
、宋
万
甲
、パ
ク
ボ
ン
ス
ル
な
ど
の

名
唱
を
輩
出
し
た
東
便
制
パ
ン
ソ
リ
の

メ
ッ
カ
で
あ
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無

形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
パ

ン
ソ
リ
の
文
化
的
価
値
を
広
く
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
ソ
リ
は
、東
便
制
、西
便
制
の
２

つ
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
中

で
も
東
便
制
は
、
蟾
津
江
の
東
側
の
地

域
の
名
唱
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
完
成
さ

れ
、求
礼
郡
、南
原
市
、淳
昌
郡
、谷
城
郡

な
ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
パ
ン
ソ
リ
は
、
韓
国
の
伝
統
的
民
俗

芸
能
で
、
１
人
の
歌
い
手
と
太
鼓
の
演

奏
者
に
よ
っ
て

奏
で
ら
れ
る
物

語
性
の
あ
る
歌

と
打
楽
器
の
演

奏
で
す
。

29● 広報うんぜん
平成23年1月



償却資産がある人は、申告を

税務課

償却資産の申告
　償却資産の対象となるものを市内
に所有する人は、「所得税の確定申
告や市県民税の申告」とは別に、「償
却資産」の申告が必要です。
　申告書や耐用年数表は、税務課ま
たは各総合支所市民生活課にありま
す。
申告期限　1月31日㈪
申告先　税務課または各総合支所市
民生活課（郵送でも提出できます）

●償却資産とは
　会社や個人の事業者、農林水産業、
アパート経営者などが所有する土
地・家屋以外の事業用資産で、その
減価償却費が法人税や所得税の所得
計算で、損金または必要経費として
計上されるもの。
●償却資産の具体例
業　種 資　　　産
農業 ビニールハウス、温

室、籾摺機、管理機、
高設栽培棚など

アパート
経営

舗装、フェンス、看
板など

飲食店 テーブル、厨房用品、
カラオケ、冷凍冷蔵
庫、レジスターなど

小売店 陳列台、ショーケー
ス、自動販売機、冷
蔵庫、看板など

工場 旋盤、プレス機、溶
接機、切削器具、受
変電装置など

サービス
業

理容･美容器具、洗
車機、遊戯器具、洗
濯機、ゲーム機など

家屋を取り壊したら、
速やかに「家屋滅失届」の提出を
　家屋を取り壊した後、「家屋滅失届」
を提出しないと、固定資産税がかか
ることがあります。早めに提出を！
問　税務課　固定資産税班
� （☎38-3111）

あなたも異性と出逢えるチャンス

市民窓口課

“ひとりじゃない幸せ”出逢い事業
　この事業は、市の平成22年度市
民提案事業で採択された結婚支援、
婚姻率向上を目的とした事業です。
　入会後、世話人が紹介するという
型式で、男女の出逢いの場をつくり
ます。
　個人情報の秘密は厳守されますの
で、お気軽にご相談ください。

対象年齢��
　男性25歳以上、
　女性20歳以上
世話人��
お世話会「ご縁」
○峯　　信介（☎080-4288-4187）
○宮崎　豊美（☎080-4285-4188）
○久山つや子（☎080-4281-4189）

問　市民窓口課　市民生活班
� （☎38-3111）

就職したい人を応援します！

商工労政課

雲仙市就職支援相談事業
　これから就職しよう
と考えている人や就職
試験を受けようとして
いる人、また、仕事の
事で悩んでいる人などを対象に、カ
ウンセラーによる就職支援相談を実
施しています。
日時　1月27日㈭
　①午前10時30分～11時20分�
　②午前11時30分～午後0時20分
　③午後1時30分～2時20分�
　④午後2時30分～3時20分
　⑤午後3時30分～4時20分
場所　愛野町公民館
相談　１人約50分
※電話で予約をしてください

対象　雲仙市内在住または雲仙市へ
ＵＪＩターンを希望する人

予・問　商工労政課�（☎38-3111）

地方税の申告はインターネットで

税務課

を導入しました

　市では、地方税に関する総合窓口
としてインターネットを通じて利用
できる地方税電子申告システム「ｅ
ＬＴＡＸ」を導入しました。地方税
の手続きが、郵送や窓口に出向くこ
となく、自宅やオフィス、税理士事
務所などのパソコンからインター
ネットを利用して行えます。
利用できる手続き（税目）
・個人市民税（給与支払報告書の提
出など）　
※個人の市（県）民税申告には対応
していません。

・法人市民税（法人市民税の申告）
・固定資産税（償却資産の申告）
※市では、前年度までに申告した
資産などがあらかじめ入力され
た ｢プレ申告データ｣ による申
告は、現時点で利用できません。

・申請・届け出（法人設立・設置届
出書、異動届、特別徴収義務者の
異動届出書）

利用するには…
　パソコン環境の準備や利用者ID
の取得、必要に応じて電子証明書の
取得など所定の手続きが必要です。
　詳しくはeLTAXホームページ
（http://www.eltax.jp/）をご覧く
ださい。
※1　税理士などが関与する電子申
告には、納税者の電子証明書は不
要です。
※2　利用届け出の受け付け手続き
が完了するまでには、土・日、祝
休日を除き、数日程度の時間がか
かります。利用開始を希望する時
期よりも前に、十分な余裕をもっ
て利用届け出を行ってください。

問　【eLTAXに関すること】
　　地方税電子化協議会
� （☎0570-081459）
　　【申告・申請に関すること】
　　市税務課市民税班�（☎38-3111）

（予…予約、問…問い合わせ）

● 広報うんぜん
平成23年1月30



〔
広
告
〕

1月障害者巡回相談のお知らせ

福祉課

　障害者相談支援事業所「はあと」
（市委託事業者）では、障がいのあ
る人やその家族を対象に、毎月巡回
相談を行っています（相談料、予約
は不要）。
　「福祉サービスを利用したいが、
どうしたらいいか」、「障害者手帳の
取得や障害年金を受給したいが、申
請の仕方がわからない」「将来のこ
とが不安…」など、お気軽にご相談
ください。秘密は厳守します。
日時　1月17日㈪
　　　午前10時～午後3時
場所　南串山保健福祉センター
問　福祉課障害福祉班（☎36-2500）
　　障害者相談支援事業所　はあと
� （☎77-2180）

土地・家屋・償却資産の所有者の皆さん

税務課

固定資産税非課税申告書の提出は、
1月31日まで
　平成22年中に
取得した土地・
家屋・償却資産
の所有者が、地
方税法に定めら
れた非課税の規定を適用する場合
は、「固定資産税非課税申告書」の
提出が必要です。1月31日までに提
出をお願いします。
　申告書は、本庁税務課固定資産税
班または各総合支所にあります。
問　税務課　固定資産税班
� （☎38-3111）

税の障害者控除対象者の認定申請

福祉課

所得税・市県民税には障害者控除が
あります
　高齢者（65歳以上の人）で寝た
きりや認知症などの場合、身体障害
者手帳を所持していない人で、福祉
事務所長から障害者控除対象者とし
て認定されれば、税の申告時に控除
を受けることができます。
※今回の申請は控除を受けるための
ものですので、本人または扶養者
が所得税・市県民税非課税の場合
には必要ありません。

対象となる人
次の全てを満たす人
・平成23年1月1日現在、65歳以上
の人
・障害者手帳を受けていない人で、
寝たきりや認知症などの状態で判
定基準項目に一定以上の該当があ
る人

申請に必要なもの
・申請書（市民窓口課または各総合
支所に備え付けています）
・心身の状態の調査票（医師など第
三者による証明が必要です）

受付場所
　福祉課、市役所（市民窓口課）、
各総合支所（市民生活課）

問　福祉課　障害福祉班　
� （☎36-2500）

宝くじ助成事業で整備されました

市民窓口課

　平成22年度宝くじ助成事業で整
備された、国見町神代鍋島塾の備品
（鎧）です。

宝くじ助成とは
財団法人自治
総合センター
が、宝くじを
財源とし、コ
ミュニティの
健全な発展を図るとともに宝くじの
普及広報を行うため、住民のコミュ
ニティ活動を助成するものです。

助成を受けたい人は…
　助成事業の活用を検討している、
市が認めるコミュニティ組織（自治
会など地域的な共同活動を行ってい
る団体）は、事前に市民窓口課まで
ご相談ください。
　ただし、自治総合センターの予算
の関係上、すべての申請が採択され
るわけではありません。
問　市民窓口課　市民生活班
� （☎38-3111）

市からのお知らせINFORMATION

31● 広報うんぜん
平成23年1月



特別養護老人ホーム 真和荘
高齢者専用賃貸住宅 真和レジデンス

グループホーム おおくさ 小規模多機能型居宅介護事業所 きらら
特別養護老人ホ ム特別養護老人ホ 真和荘真和荘
真和荘指定居宅介護支援事業所真和荘指定居宅介護支援事業所真和荘指定居宅介護支援事業所
デイサービスセンターやすらぎ

小規小規小小規小小規小規小規小規規規小規小規規模模模模模多模多模多多多多多多多多多多模模多模多模多多多多模多模多多模多多多多模多多多多模多機能機機機機機能機機能機能機能能能能能能能能機機機機能機機能能能能能能機能機能機能機能能機能機機能型型型型型型型型型型型型型型型型型居居居居居居宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅介宅介宅介宅介宅宅宅宅宅宅宅宅介宅宅多小小規小小小規規規規小小規規規小規小規模模模模模多模模模多模多模多多模多多多多多模模模模模多模多多多多模多模多模多模多多多多多多模多模多多模多機機機機機能機機機機機能機能機能能能能能能能能能機機機機機能機機機機機能機能機能能能能能能能機能機能機能機機機機能能能能能能機能機能機機能機機能機能型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型居型居型型型居型居型居型型居居居居型居型居型居型居型居宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅介宅宅介宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
〒８５９－０４１４
長崎県諫早市多良見町元釜５５６
ＴＥＬ（０９５７）４４－１３１１

〒８５４－００９３
長崎県諫早市本野町２－１
ＴＥＬ（０９５７）２５－３８００

〔
広
告
〕

　
も
よ
お
し

と
こ
と
ん
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

～
ま
る
ご
と
諏
訪
の
池
～

日
時　
１
月
16
日
㈰

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上
、
25
人

�

（
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費　
８
０
０
円
（
昼
食
、保
険
代
）

場
所　
１
月
11
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問　

雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
９
５
７
（
76
）
５
０
１
０

小
浜
歴
史
資
料
館 “
寿
”
新
春
特
別
展

①
本
多
家
所
蔵
展

　

中
林
梧
竹
・
勝
海
舟
・
小
曽
根
星

海
・
本
多
西
男
ら
江
戸
末
期
か
ら
明
治

初
期
の
著
名
な
幕
臣
、
書
道
家
の
新
春

に
ち
な
ん
だ
書
・
屏
風
、
掛
け
軸
を
展

示

②
小
・
中
・
高
校
生
の
書
初
め
展

　
恒
例
、
新
春
の
夢
、
希
望
、
大
志
な

ど
子
ど
も
た
ち
の
力
強
い
書
を
展
示

期
間　
①
②
と
も
に

　
１
月
２
日
㈰
～
30
日
㈰

※
１
月
５
日
㈬
と
月
曜
日
（
17
日
、
24

日
）
は
定
例
休
館
日

入
館
料　
大
人
１
０
０
円
、

　
　
　
　
子
ど
も
50
円

問　
小
浜
観
光
協
会
（
歴
史
資
料
館
）

　
☎
０
９
５
７（
75
）０
８
５
８　
草
野

子
ど
も
の
人
権
相
談
所 

＆ 

女
性
の
悩

み
ご
と
相
談

日
時　
１
月
29
日
㈯　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
千
々
石
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問　
長
崎
地
方
法
務
局
諫
早
支
局

　
☎
０
９
５
７
（
22
）
０
４
７
５

　
募
　
集

島
原
病
院
正
規
職
員
（
地
方
公
務
員
）

採
用
職
種　
看
護
師
、
薬
剤
師
、
診
療

放
射
線
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士
、
言
語
聴
覚
士

採
用
予
定　
看
護
師
…
約
６
人
、

　
　
　
　
　
看
護
師
以
外
…
各
若
干
名

受
験
資
格　
昭
和
55
年
（
看
護
師
は
昭

和
51
年
）
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
す

る
人
、
ま
た
は
、
平
成
23
年
春
ま
で

に
免
許
取
得
見
込
み
の
人

申
込
締
切　
１
月
14
日
㈮　
※
必
着

試
験
日

　
１
月
22
日
㈯
、
23
日
㈰

採
用
予
定
日　
平
成
23
年
４
月
１
日

※
試
験
案
内
と
受
験
申
込
書
は
、
島
原

病
院
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
島

原
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問　
長
崎
県
島
原
病
院

　
☎
０
９
５
７
（
63
）
１
１
４
５

交
通
安
全
指
導
員

資
格　
・
年
齢
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
高
校
卒
業
程
度
の
能
力

の
あ
る
人
）・
普
通
免
許
以
上
を
所

持
し
、
運
転
の
で
き
る
人
・
市
内
に

居
住
し
て
い
る
人

提
出
書
と
提
出
先

　
自
筆
の
履
歴
書
、
顔
写
真
１
枚
、
住

民
票
、
健
康
診
断
書
を
雲
仙
市
交
通

安
全
協
会
（
雲
仙
警
察
署
内
）
ま
た

は
同
協
会
雲
仙
北
支
部
（
雲
仙
北
交

番
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
１
月
31
日
㈪

試
験
内
容　
筆
記
試
験
、
作
文
、
面
接

情報
Information

＝ 病気は予防と早期発見が重要です =
　島根県で高病原性鳥インフルエンザが発生
しました。鳥を飼養している人は、次の点に
注意してください。
①健康状態をよく観察しましょう
　毎日よく観察し、突然、元気がなくなっ
た時や数日の間に大半が死んでしまった時
は、家畜保健衛生所まで連絡してください。
②定期的な清掃・消毒を心がけましょう
　一般に使用されている消毒液
　●塩化ベンザルコニウム（オスバンなど）
　●消石灰
③野鳥との接触を避けましょう
　野鳥が病気を持ち込むことがあるので、
放し飼いは避け、鳥小屋の中に野鳥が入ら
ないように、防鳥ネットなどで覆ってくだ
さい。
■連絡先　県南家畜保健衛生所

（☎ 0957-68-1177）

鳥を飼っている皆さまへ

119番は消防車・救急車要請専用回線です
○具合が悪い人を自分の車
　で病院へ連れて行く場合
○休日当番医を知りたい場合 64-2199

0957-

24時間対応（指令課員が対応します）

○火災発生時の問い合わせ
○サイレンが聞こえたが、どこ 
　が火事なのが知りたい場合 62-6200

0957-

24時間対応（自動ガイダンスが対応します） 

問  島原地域広域市町村圏組合消防本部（☎0957-65-5151） 

● 広報うんぜん
平成23年1月32



ケアハウス フェリーチェみずほ グループホーム あしたば
真寿苑指定居宅介護支援事業所真寿苑指定居宅介護支援事業所真寿苑指定居宅介護支援事業所
真寿苑通所リハビリテーション

介護老人保健施設 真寿苑 職員の「和」をもって「真」心のこもった総合ケアサービスを展開します。

〒８５９－１２１３
長崎県雲仙市
　瑞穂町伊福甲６８１
ＴＥＬ
（０９５７）-
　　　　７７-２１２０

〔
広
告
〕

試
験
日　
２
月
下
旬
予
定（
後
日
通
知
）

勤
務
内
容　
主
に
、
幼
児
・
高
齢
者
に

対
す
る
交
通
安
全
教
育

問　
雲
仙
市
交
通
安
全
協
会

　
☎
０
９
５
７
（
75
）
０
６
８
１

第
８
回　
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
参
加
者

　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
27
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）
な
ら

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。（
将
棋
大
会

は
、
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

●
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
時
・
場
所��

５
月
14
日
㈯　
長
崎
市

総
合
運
動
公
園
ほ
か

種
目　
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
マ
ラ

ソ
ン
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
、
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ス
、
卓
球
、
剣

道
、、
わ
の
わ
リ
ン
グ
、
ペ
タ
ン
ク
、

太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
水
泳
、
弓
道

参
加
料　
５
０
０
円
／
一
人

申
込
期
間

�

１
月
５
日
㈬
～
２
月
22
日
㈫　

申
込
先　
市
福
祉
課
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ま
た

は
各
種
競
技
団
体
の
い
ず
れ
か

●
囲
碁
・
将
棋
大
会
、
作
品
展

申
込
期
間

�

１
月
５
日
㈬
～
４
月
22
日
㈮　

申
込
先　
大
会
事
務
局

問　
㈶
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
５
（
８
４
７
）
５
２
１
２

看
護
職
の
再
就
業
及
び
離
職
防
止
の
た

め
の
講
習
会
の
受
講
者

◆
講
義
お
よ
び
演
習
　 

日
時　
２
月
３
日
㈭
、
４
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
長
崎
県
看
護
協
会　
長
崎
会
館

◆
講
義
お
よ
び
演
習
内
容

　
看
護
の
動
向
、
看
護
倫
理
、
静
脈
注

射
、
採
血
演
習
、
医
療
事
故
防
止
院

内
感
染
防
止
、
急
変
時
の
看
護

病
院
実
習
（
各
地
区
実
習
病
院
）

　
２
月
７
日
㈪
～
９
日
㈬

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

申
込
締
切　
１
月
20
日
㈭

対
象
者　
①
未
就
業
の
人

�

②
在
職
中
で
講
義
を
受
け
た
い
人

募
集
人
数　
40
人

受
講
料　
無
料

問　

長
崎
県
看
護
協
会
内　

長
崎
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
５
７
（
49
）
８
０
６
０

第
３
回
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

（
甲
種
・
乙
種
）

日
時　
２
月
17
日
㈭
・
18
日
㈮

　
　
　
（
乙
種
は
17
日
の
み
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

場
所　
愛
野
町
公
民
館

定
員　
１
０
０
人　

申
込
期
間　

�

１
月
17
日
㈪
～
２
月
10
日
㈭　

申
・
問　
小
浜
消
防
署

　
☎
０
９
５
７
（
74
）
３
２
３
１

視
覚
障
害
者
の
生
活
訓
練

【
点
字
訓
練
】

日
・
場
所
　

　
１
月
11
日
㈫
、
19
日
㈬

　
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
午
後
１
時
～
3
時（
交
流
会
）

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
】

　
毎
週
金
曜
日
の
午
前
中
に
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
広
報
う
ん
ぜ
ん
の
Ｃ
Ｄ
音
訳
版
】

　
「
広
報
う
ん
ぜ
ん
」
の
内
容
を
Ｃ

Ｄ
に
録
音
し
、
視
覚
に
障
が
い
の
あ

る
人
に
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
福
祉
課　
障
害
福
祉
班

　
☎
０
９
５
７
（
36
）
２
５
０
０

　
ご
寄
付
の
お
礼

雲
仙
市
奨
学
資
金
貸
付
基
金
へ

浦
川
　
妙
美 

様（
千
々
石
町
）

　
ご
主
人
秀
男
様
ご
逝
去
に
伴

う
香
典
返
し
に
代
え
て
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

渡
邊
　
博
子 
様（
千
々
石
町
）

　
ご
主
人
正
博
様
ご
逝
去
に
伴

う
香
典
返
し
に
代
え
て
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
う
ん
ぜ
ん
12
月
号
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
、

次
の
よ
う
に
訂
正
し
ま
す
。

●
Ｐ
12�

秋
の
褒
章
・
叙
勲

　
　
（
誤
）
旭
日
小
授
章

　
→
（
正
）
旭
日
小
綬
章

●
Ｐ
35�

休
日
在
宅
当
番
医（
歯
科
）

　
　
（
誤
）
境
歯
科
医
院

　
→
（
正
）
堺
歯
科
医
院

�

政
策
企
画
課
　
広
報
班

す
み
れ
会

（
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
仲
間
の
集
い
）

　

定
期
的
に
、
情
報
交
換
や
リ

ハ
ビ
リ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈪

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

愛
野
町
公
民
館

対
象
者　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
疾
患

に
関
連
す
る
人
と
そ
の
家
族

問　

す
み
れ
会

　

☎
０
９
５
７（
77
）２
７
０
７
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〔
広
告
〕

子どもに関する
電話相談のお知らせ

雲仙市教育委員会
「親子ホットライン」

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」

0120-967947

0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません

（フリーダイヤル）

（フリーダイヤル）

病気やケガの入院保障のための共済です。

月掛金２，０００円で 1日目から８，０００円の入院保障
さらに、手術、三大疾病手術・入院も保障！

お電話、お待ちしております。
資料請求は・・・０１２０－９２７－９６６
http://www.n-iryokyosai.jp

少ない負担で、手厚い保障
満１５才から満５９才までの方は・・・

長崎県認可

長崎桶屋町２５番地　ＭＭＮ長崎桶屋町ビル　３Ｆ

あなたの生活サポート！！

今月の税

■人　口：48,901人（前月比　－27人）
　　　　　　 男性：23,213人／女性：25,688人
■世帯数：16,720世帯（前月比　±0世帯）

ひとのうごき（平成22年11月末現在　住民基本台帳）

■月：
■水：
■木：
■土・日：

ギラン・バレー症候群
インフルエンザにかかったら
疥癬（かいせん）
　　腎移植

■火：

■金：

後縦靭帯骨化症

ピック病

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

　電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時まで、同じ内容のテープが流れます。

　診療時間　午前９時～午後５時

休日在宅当番医

子育てサポートセンターからのお知らせ

日 医　療　機　関 電話番号 所在地
1月1日  
～3日

1月  9日

1月10日

1月16日

1月23日

1月30日

愛野記念病院
公立新小浜病院
安藤病院
菅医院
有明保養院
泌尿器科・皮ふ科・菅医院
松本医院
公立新小浜病院
中村眼科医院
菅耳鼻咽喉科
愛野診療所
馬場医院

36-0015
74-2211
38-2152
74-2457
36-0153
88-3151
36-0053
74-2211
36-1060
88-3131
36-0009
73-3666

愛 野 町
小 浜 町
吾 妻 町
小 浜 町
愛 野 町
南串山町
愛 野 町
小 浜 町
愛 野 町
南串山町
愛 野 町
小 浜 町

【歯科】診療時間　午前9時～正午
日 歯科医院名 電話番号 所在地

1月  1日

1月  2日

1月  3日

1月  9日

1月10日

1月16日

1月23日

1月30日

瑞穂歯科医院
さとう歯科クリニック
ねぎ歯科医院
前川歯科医院
堺歯科医院
あきらデンタルクリニック
徳永歯科医院
まつしま歯科医院
小嶺歯科医院
よしだ歯科クリニック
小嶺歯科医院
末吉歯科
前川歯科医院
松本歯科医院
佐藤歯科医院
森元歯科クリニック

77-3770
82-1771
77-4182
72-3117
78-2744
82-2352
78-3105
82-0600
78-2366
82-2251
82-3535
68-0150
82-2255
68-3872
82-0293
68-0017

瑞 穂 町
有 家 町
瑞 穂 町
布 津 町
国 見 町
有 家 町
国 見 町
有 家 町
国 見 町
有 家 町
有 家 町
有 明 町
西有家町
有 明 町
西有家町
有 明 町

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

◎ｉｎ吾　妻…13日（木） 吾妻町ふるさと会館2階
◎in千々石…18日（火） 千々石保健センター2階
◎ｉｎ国　見…24日（月） 国見農村環境改善センター1階
※10:00～15:00　都合のよい時間にどうぞ！

子育て支援センターイベント情報《1月分》
☆すぎのこ保育園子育て支援センター（☎36-1772）
　◎毎週月・水・金曜日 10:00～15:00
　※1月は5日(水)から
☆なかよしチャット（なかよし保育園 ☎37-3017）
　◎遊びの時間：毎週木曜日 10:00～15:00
　　13日:お話会、20日:干支の製作、27日:鬼のお面作り  
　※11月から、場所が元どんぐり保育園（千々石総合支所裏）
　　になっています。1月は10日(月)から。　
☆すくすくルーム（小浜保育園 ☎76-0117）
　◎親子教室：毎週火・木曜日 10:00～15:00
　　7日：新年会、21日：ヨガ教室（10:30～11:30）
　　（親子かるた会、凧揚げ、福笑いなど）
☆串山保育園子育て支援スペース（☎88-2685）
　◎毎週月～金曜日 10:00～15:00　26日：お買い物ごっこ
※お気軽に足を運んでみてください。
　詳細は各園または雲仙市 ＨＰでご確認ください。

ＮＰ講座（親育ち講座）の受講者募集中！
【対象者】0～5歳児を持つ親　【定員】各会場14人
【時間】10：00～12：00　　※託児あり、おやつ付
【会場】 ◎国見農村環境改善センター
　　　　　1月20、26日、2月2､9､17､23日、3月2､9日
　　　　◎南串山保健福祉センター
　　　　　1月21日～3月11日の毎週金曜日
　　　　　（ただし、2月11日(金)のみ9日(水)へ変更）
　※詳しくは、センターにお問い合わせください。

問  子育てサポートセンター（☎36-2500）

ルビ：かい よう

■市県民税（４期）　国民健康保険税（７期）
　１月３１日(月)が納期限です
　あなたの税で あかるい ゆたかな 街づくり

子育てサロン「ひだまり」（1月の開催予定）

※平成22年8月末現在（住民基本台帳）

こうじゅうじんたいこつかしょう

健康のため、年に１回特定健診を受けましょう！ 医療機関による個別健診は1月31日まで。

平成23年度4月からの
新規入所申し込みを受け付けます
【対象者】
　保護者が仕事または病気などの理由で保育ができず、
ほかに保育する人がいないと認められ、入所基準に適合
する0～5歳児（平成23年4月1日現在）

【申込期間】
　1月11日（火）～31日（月）

【申込場所】
　福祉事務所子ども支援課、各総合支所市民生活課、本
庁市民窓口課、市内の各保育所
　※くにみ子ども園は、直接お申し込みください。

【申し込みに必要なもの】
①保育所入所申込書
②所得税額を証明する次のいずれかの書類
　○平成22年分源泉徴収票のコピー
○平成22年分所得税の確定申告書もしくは住民税申告
書のコピー

　○市民税課税状況調査の同意書
③家庭で保育できないことを証明する書類
　○勤務している場合は、雇用主からの就労証明書
　○自営業、農業、専従者などの場合は、申告書の写し（第
二表）など

　○出産の場合は、母子手帳の出産予定日がわかる部分
のコピー

　○病気および病人などの介護の場合は、申立書と診断
書、障害者手帳のコピーなど

④印かん
⑤その他（必要に応じて説明します）
※入所申込書、証明書、申立書、同意書などの用紙は、
子ども支援課、各総合支所市民生活課、本庁市民窓口
課にあります。（入所申込書は、市ホームページからダ
ウンロードできます）

【雲仙市内保育所（園）一覧】
所在町 保育所（園）名 電　話

国見町

土黒保育所 0957-78-2274
くにみ子ども園
たいら保育園 0957-78-3852

あさひ保育園 0957-78-2816
八斗木保育園 0957-78-3419
神代保育所 0957-78-2813
中央保育園 0957-78-3125

瑞穂町

円福寺保育園 0957-77-3000
岩戸保育園 0957-77-3001
洗心保育園 0957-77-2727
正覚寺保育園 0957-77-4190

吾妻町
大福寺保育園 0957-20-0383
あそか保育園 0957-38-2151
和光幼児園 0957-38-7770

愛野町
愛野保育園 0957-36-0131
すぎのこ保育園 0957-36-1772
どんぐり保育園 0957-36-2118

千々石町 なかよし保育園 0957-37-3017

小浜町

あすなろ保育園 0957-74-3088
雲仙保育園 0957-73-3529
恵燈保育園 0957-74-5260
小浜保育園 0957-76-0117
北串保育園 0957-74-9014
飛子保育園 0957-74-9056
富津保育園 0957-74-2514

南串山町
八幡保育園 0957-88-2177
串山保育園 0957-88-2068
南串保育園 0957-88-3317

問　子ども支援課（☎36-2500）
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子どもに関する
電話相談のお知らせ

雲仙市教育委員会
「親子ホットライン」

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」

0120-967947

0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません

（フリーダイヤル）

（フリーダイヤル）

病気やケガの入院保障のための共済です。

月掛金２，０００円で 1日目から８，０００円の入院保障
さらに、手術、三大疾病手術・入院も保障！

お電話、お待ちしております。
資料請求は・・・０１２０－９２７－９６６
http://www.n-iryokyosai.jp

少ない負担で、手厚い保障
満１５才から満５９才までの方は・・・

長崎県認可

長崎桶屋町２５番地　ＭＭＮ長崎桶屋町ビル　３Ｆ

あなたの生活サポート！！

今月の税

■人　口：48,901人（前月比　－27人）
　　　　　　 男性：23,213人／女性：25,688人
■世帯数：16,720世帯（前月比　±0世帯）

ひとのうごき（平成22年11月末現在　住民基本台帳）

■月：
■水：
■木：
■土・日：

ギラン・バレー症候群
インフルエンザにかかったら
疥癬（かいせん）
　　腎移植

■火：

■金：

後縦靭帯骨化症

ピック病

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

　電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時まで、同じ内容のテープが流れます。

　診療時間　午前９時～午後５時

休日在宅当番医

子育てサポートセンターからのお知らせ

日 医　療　機　関 電話番号 所在地
1月1日  
～3日

1月  9日

1月10日

1月16日

1月23日

1月30日

愛野記念病院
公立新小浜病院
安藤病院
菅医院
有明保養院
泌尿器科・皮ふ科・菅医院
松本医院
公立新小浜病院
中村眼科医院
菅耳鼻咽喉科
愛野診療所
馬場医院

36-0015
74-2211
38-2152
74-2457
36-0153
88-3151
36-0053
74-2211
36-1060
88-3131
36-0009
73-3666

愛 野 町
小 浜 町
吾 妻 町
小 浜 町
愛 野 町
南串山町
愛 野 町
小 浜 町
愛 野 町
南串山町
愛 野 町
小 浜 町

【歯科】診療時間　午前9時～正午
日 歯科医院名 電話番号 所在地

1月  1日

1月  2日

1月  3日

1月  9日

1月10日

1月16日

1月23日

1月30日

瑞穂歯科医院
さとう歯科クリニック
ねぎ歯科医院
前川歯科医院
堺歯科医院
あきらデンタルクリニック
徳永歯科医院
まつしま歯科医院
小嶺歯科医院
よしだ歯科クリニック
小嶺歯科医院
末吉歯科
前川歯科医院
松本歯科医院
佐藤歯科医院
森元歯科クリニック

77-3770
82-1771
77-4182
72-3117
78-2744
82-2352
78-3105
82-0600
78-2366
82-2251
82-3535
68-0150
82-2255
68-3872
82-0293
68-0017

瑞 穂 町
有 家 町
瑞 穂 町
布 津 町
国 見 町
有 家 町
国 見 町
有 家 町
国 見 町
有 家 町
有 家 町
有 明 町
西有家町
有 明 町
西有家町
有 明 町

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

◎ｉｎ吾　妻…13日（木） 吾妻町ふるさと会館2階
◎in千々石…18日（火） 千々石保健センター2階
◎ｉｎ国　見…24日（月） 国見農村環境改善センター1階
※10:00～15:00　都合のよい時間にどうぞ！

子育て支援センターイベント情報《1月分》
☆すぎのこ保育園子育て支援センター（☎36-1772）
　◎毎週月・水・金曜日 10:00～15:00
　※1月は5日(水)から
☆なかよしチャット（なかよし保育園 ☎37-3017）
　◎遊びの時間：毎週木曜日 10:00～15:00
　　13日:お話会、20日:干支の製作、27日:鬼のお面作り  
　※11月から、場所が元どんぐり保育園（千々石総合支所裏）
　　になっています。1月は10日(月)から。　
☆すくすくルーム（小浜保育園 ☎76-0117）
　◎親子教室：毎週火・木曜日 10:00～15:00
　　7日：新年会、21日：ヨガ教室（10:30～11:30）
　　（親子かるた会、凧揚げ、福笑いなど）
☆串山保育園子育て支援スペース（☎88-2685）
　◎毎週月～金曜日 10:00～15:00　26日：お買い物ごっこ
※お気軽に足を運んでみてください。
　詳細は各園または雲仙市 ＨＰでご確認ください。

ＮＰ講座（親育ち講座）の受講者募集中！
【対象者】0～5歳児を持つ親　【定員】各会場14人
【時間】10：00～12：00　　※託児あり、おやつ付
【会場】 ◎国見農村環境改善センター
　　　　　1月20、26日、2月2､9､17､23日、3月2､9日
　　　　◎南串山保健福祉センター
　　　　　1月21日～3月11日の毎週金曜日
　　　　　（ただし、2月11日(金)のみ9日(水)へ変更）
　※詳しくは、センターにお問い合わせください。

問  子育てサポートセンター（☎36-2500）

ルビ：かい よう

■市県民税（４期）　国民健康保険税（７期）
　１月３１日(月)が納期限です
　あなたの税で あかるい ゆたかな 街づくり

子育てサロン「ひだまり」（1月の開催予定）

※平成22年8月末現在（住民基本台帳）

こうじゅうじんたいこつかしょう

健康のため、年に１回特定健診を受けましょう！ 医療機関による個別健診は1月31日まで。
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身近に感じて
男女共同参画
身近に感じて
男女共同参画

◆問い合わせ◆問い合わせ
男女共同参画センター（☎３８－３１１１）

同・窓・会　～会いたかった～
作：雲仙市男女共同参画センター

え
？
結
婚
っ
て
…

そ
が
ん
も
ん
な
？

結
婚
は
、関
係
な
か
さ
〜

独
身
で
も
、い
い
歳
し
て
、家

の
こ
と
を
母
親
ま
か
せ
じ
ゃ
、

母
親
も
大
変
だ
ろ
？

ヒ
ロ
は
違
う
だ
ろ
う
け
ど
…

う
ん
！

子
ど
も
も

産
ま
れ
た
ぞ

可
愛
い
か
ろ
？

は
ぁ
？

何
で
、ト
モ
が

ご
飯
ば
作
り

よ
っ
と
な
？

結
婚
し
た
意

味
の
な
か
ろ

う
も
ん

幹
事
、お
疲
れ
さ
ま

い
ろ
い
ろ
大
変
だ
っ
た
ろ
う
？

あ
〜
あ
…

昔
と
い
っ
ち
ょ
ん
変
わ
っ
ち
ょ
ら
ん
な

も
う
始
ま
る
け
ん
、早
よ
入
れ
！

お
お
、ヒ
ロ
！
ひ
さ
し
ぶ
り
！

元
気
だ
っ
た
か
？

ま
、ま
さ
か
〜
？

何
で
っ
て
…

妻
は
、パ
ー
ト
ナ
ー
で
、一
緒
に

暮
ら
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、

一
緒
に
作
る
さ

あ
、あ
ぁ
…

嫁
の
料
理
も

う
ま
か
と
や
ろ
な

ト
モ
♪
ひ
さ
し
ぶ
り
！

会
い
た
か
っ
た
ぞ
〜

あ
と
で
、ゆ
っ
く
り
飲
も
う
で
！

あ
れ
？
カ
ズ
、ヒ
デ
、コ
ウ
ジ
？

３
人
と
も
、出
席
名
簿
に

載
っ
ち
ょ
ら
ん
ぞ
？

返
信
ハ
ガ
キ
、出
し
た
な
？

う
ん
、晩
ご
飯
は
、

一
緒
に
作
っ
て
る
よ

ト
モ
〜

そ
が
ん
言
う
て

く
れ
る
と
は
、

ワ
イ
だ
け
ぞ

と
こ
ろ
で
、

結
婚
し
た
と
っ

て
？

う
ん
に
ゃ
〜
？

ハ
ガ
キ
な
ら

持
っ
て
き
た
ぞ

良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
…

▼
あ
っ
と
い
う
間
に
、11
月
の
議

会
定
例
会
。師
走
の
22
日
ま
で
続

く
。前
回
の
９
月
定
例
会
は
、い

ま
だ
残
暑
が
厳
し
く
、暖
冬
も
予

想
さ
れ
た
が
、季
節
は
着
実
に
推

移
し
、錦
秋
を
過
ご
し
、立
冬
も

過
ぎ
た
▼
初
霜
も
伝
え
ら
れ
、雲
仙
の
仁
田

峠
で
は
、雲
仙
岳
冬
山
安
全
祈
願
祭
と
と
も

に
、４
月
18
日
の
山
開
き
以
来
２
２
５
日
を
経

て
、山
閉
じ
式
も
行
わ
れ
た
。冷
た
い
北
風

が
吹
き
、例
年
通
り
の
冬
の
景
観
が
広
が
り

始
め
て
い
る
▼
出
張
時
、一
冊
の
文
庫
本
の

中
に
、次
の
一
節
を
目
に
し
た
。《
岩
も
あ
り 

木
の
根
も
あ
れ
ど 

さ
ら
さ
ら
と 

た
だ
さ
ら

さ
ら
と 

水
の
流
る
る
》▼
今
年
も
ま
た
、さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
、出
会
い
や
別
れ

も
あ
っ
た
。井
伏
鱒
二
は
、『
人
生
足
別
離
』

を『
サ
ヨ
ナ
ラ
ダ
ケ
ガ
人
生
ダ
』と
訳
し
た
が
、

平
成
22
年
も
あ
と
１
カ
月
足
ら
ず
で
終
わ

る
▼
延
坪
島
で
は
、北
朝
鮮
の
攻
撃
を
受
け
、

民
間
人
を
含
む
被
害
者
が
発
生
し
て
い
る
。

国
際
的
な
緊
張
感
が
走
る
が
、暴
力
的
な
決

着
で
は
、問
題
は
解
決
し
な
い
▼
新
政
権
も

発
足
１
年
が
経
過
し
、す
で
に
総
理
は
２
代

目
に
な
る
が
、い
ま
だ
安
定
飛
行
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
▼
長
期
的
な
経
済
不
況

か
ら
く
る
先
行
き
へ
の
不
安
感
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

は
じ
め
と
し
た
、基
幹
産
業
の
危
機
。高
騰

す
る
医
療
費
や
年
金
の
財
源
問
題
。そ
れ
ら

の
解
決
も
な
い
ま
ま
に
今
年
は
暮
れ
る
。来

年
が
、雲
仙
市
に
と
っ
て
、良
い
年
で
あ
る

こ
と
を
念
じ
た
い
。（
平
成
22
年
12
月
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

愼
太
郎

市長コラム
ちょっと一息…

　

２
０
１
１
年
、新
し
い
年
が

始
ま
り
ま
し
た
。ふ
る
さ
と
雲

仙
市
へ
帰
省
し
て
き
た
人
、そ

れ
を
迎
え
る
人
、い
ろ
い
ろ
い

ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

帰
省
し
た
人
に
と
っ
て
、こ

の
雲
仙
市
は
ど
の
よ
う
に
映
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。駅
舎

が
き
れ
い
に
な
っ
た
り
、足
湯

が
で
き
た
り
と
変
わ
っ
た
と

こ
ろ
に
お
気
づ
き
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、こ
の
お
正
月
に
成
人

式
や
同
窓
会
な
ど
が
あ
っ
た

人
は
、旧
友
と
お
互
い
の
近
況

を
語
り
合
い
、親
交
を
よ
り
深

め
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
が
で
き
て
、今
年
で
12
年
目
。

残
念
な
が
ら
、職
場
や
地
域
、

政
策
決
定
な
ど
、あ
ら
ゆ
る
分

野
で
、男
女
共
同
参
画
が
実
現

で
き
て
い
る
と
は
、ま
だ
ま

だ
、言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
、少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、男
女
と
も
そ
の
意

識
は
確
実
に
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。今
回
の
マ
ン
ガ
は
、

妻
と
の
対
等
な
関
係
づ
く
り

な
ど
、身
近
な
男
女
共
同
参
画

が
実
践
で
き
て
い
る
友
人
と

同
窓
会
で
再
会
し
、我
が
身
を

振
り
返
る
男
性
が
主
人
公
で
す
。

今
後
、彼
が
家
庭
で
の
男
女
共

同
参
画
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
い
い
で
す
ね
。　

　

身
近
な
男
女
共
同
参
画
が

ま
ず
は
進
み
、他
の
分
野
で
の

男
女
共
同
参
画
も
進
む
。そ
ん

な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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ド
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ッ
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な
ん
で
ん
、

母
ち
ゃ
ん

ま
か
せ
ば
い
…


